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第91号住居跡出土遺物観察表（第142図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考
1 杯 (9. 4) 2.8 DJ 不良 橙 70 C区 器壁磨耗
2 坪 (12.0) J 良 浅黄橙 10 B区 底部内面磨き
3 坪 (11. 2) BDEJ 良 黒褐 30 p 4 
4 坪 (13.8) DE 普通 橙 15 C区 体部外面整形不明
5 杯 15.2 4. 7 DEJ 普通 橙 50 N叫 床十 6cm 
6 杯 (10. 8) 2.4 BD 不良 橙 45 貯蔵穴 貯蔵穴 器壁磨耗し整形不詳
7 甕 (21.0) DEG 不良 にぶい橙 15 NQ5 カマド
8 甕 20.1 BDJ 普通 橙 45 Na6 カマド外面上位←方向下位↑方向

ヘラ削り， 甕 (22.0) 33. 7 6.4 ABEJL 不良 にぶい褐 80 Na5 • 6 • A区 カマド
10 甕 DE] 普通 橙 40 池2• B区 カマド
11 甕 DE 普通 橙 85 NQ2 カマド
12 甑 9.5 E GT 普通 橙 50 NQl カマド

第143図第92号住居跡

Q
 

SJ75 

2
 
p
 

＼、＇／

{
、

O
、

l

9

,

 

f

¥

 

I
I
 

□ 
c
 ｀

 

Q ， 

□) 

゜

。

p4 

•8 

．
 

•,
.,, 

8
 

A 63.8● 
A 

C 63．枷- p1 P2 
C 

D 63．趾

P, p3 

．
 

1 褐色（10YR4/4) 炭化物・地山プロック
2 疇色(10叩／4) 炭化物・地山プロック・灰黄褐色粘質土プロック多
3 疇色(lOYlL'l/3) 蝉物・地山プロック
4 暗褐色 (10湘3/4) 地山ブロック
5 褐色(10YR4/4) 地山プロック・炭化物粒
6 褐色 (10YR4/6) 地山粒・地山プロック・焼土粒
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第92号住居跡（第143図）

L-l1グリッドに位置する。南西半を第75号・第

76号住居跡に切られ、第114号住居跡を切っている。

平面は、軸長3.50m以上X5.20m、深さ20cm程を測

る。主軸方位は長軸を基準として、N-68°-Wを指す。

カマド等の施設は、確認できなかった。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。径50~64cmの円

形で、深さ34~48cmを測る。ピット 1・3は柱痕が確

認できた。

遺物は、土錘、土師器片が出土した。

第144図第93号住居跡
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1 暗褐色(10YR3/3)焼土粒・炭化物多
2 疇色 地山プロック 粘性‘やや ‘ 
(10YR3/4)焼土、粒 あり
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ックやや砂 ・地山プロ

巳I

3 暗褐色(10YR3/4ヽ) 炭化鑽物少l」やや砂質
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1 黄褐色(IOYR5/6) 粘性ややあり
2 褐灰色(IOYR.5/1)地山プロック・褐灰色粘土プロック・炭化物多

粘性ややあり
3 褐灰色(IOYR5/1) 地山プロック・褐灰色粘土プロック多

渕ヒ靱紐生ややあり
4 明赤褐色(2.5YR5/8) 焼土屈炭化物多
5 黒褐色(IOYR3/2) 焼土粒・焼士プロック・炭化物多
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第92号住居跡出土土錘観察表

番号I長さ
(2.28) 

径

l. 29 
孔径

0.60 
鱈
(2. 81) ] : Iにふ’黄： I残~ID区 備 考

第93号住居跡（第144・145・146図）

M-10・11グリッドに位置する。第64号住居跡の

下にあり、南半を第65号・第85号住居跡に切られてい

る。平面は、軸長4.87mX3.40m以上、深さ20cm程

を測る。主軸方位は、 N-8°-Eを指す。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は110cm

X5lcmの瓢箪形を呈し、僅かに窪んでいる。

貯蔵穴は北東部に備わる。径70cmX76cmの円形を呈

し、深さ93cmを測る。

遺物は、土師器杯・椀・高杯・小型甕・甕．甑が出

土した。

第94号住居跡（第147図）

L-11グリッドに位置する。第75号・第92号住居

跡に南壁と東壁、第39号・第41号土坑に北壁を切られ

ている。平面は、軸長2.20m以上X3.55m以上、深

さ16cm程を測る。主軸方位は、 N-62.5°-Eを指す。

カマドは、西壁に設けられている。燃焼部は85cm

X40cmの長楕円形を呈し、床面から傾斜しながら上

がっている。

遺物は、土師器片が出土した。

第95号住居跡（第148• 149図）

0-9グリッドを中心に位置する。第44号土坑に切

られ、第133号住居跡を切っている。平面は、軸長3.79 

mX2.60mの長方形を呈し、深さ17cm程を測る。主軸

方位は、 N-74°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は125cm

X70cmの楕円形を呈し、僅かに窪んでいる。

遺物は、土師器杯・高杯・鉢・甕・壷、臼玉、土錘

が出土した。臼玉は、径6.1~6.2mm、厚さ3.8~4.1

mm、孔径1.6~1. 8mm、重さ0.26 gで覆土上位から出

土した。

第95号住居跡出土土錘観察表

番号I長さ
7.57 

径

l. 92 
孔径

0.52 
重さ(g)

(20.23) 貫a↑ I仄黄：調門5(%)|c区 備
考

第93号住居跡出土遺物観察表（第145• 146図）
番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考
1 坪 9.9 3.3 BDJ 不良 橙 100 Na6 
2 椀 10. 4 6.0 6.2 BEJ 不良 橙 75 Nul2 貯蔵穴

3 高杯 (14. 0) 10. 0 (11. 0) BEJL 不良 橙 40 Nnl8 
4 小型壺 BEJ 不良 にぶい橙 100 歯5
5 甕 (12. 6) 13.5 6.0 J L 普通 にぶい橙 60 Nal4 • Nal5 床外面↑・←方向ヘラ削り

·C 区 •D 区

6 甕 12.8 BJ L 不良 にぶい褐 80 Nol9 
7 甕 (20.4) BDFL 普通 にぶい褐 40 No9 床 外面↓方向ヘラナデ・削り

8 甕 16. 1 BEF J L 普通 にぶい黄橙 60 貯蔵穴・貯蔵穴Xo2貯蔵穴外面上位ヘラナデ
下位→・↓方向ヘラ削り， 甕 18.0 BEJL 不良 にぶい黄橙 60 Nal6 • Nol 7 

10 甕 (17. 2) EFJ 不良 にぶい黄橙 85 Na4 床 外面上位↓、中位←方向I¥ぅ削り
11 甕 (16. 4) 26.2 5.4 JKL 普通 にぶい褐 80 Noll 床十 4cm 外面↓ ・→方向ヘラ削り
12 甕 18.2 EFJL 普通 にぶい褐 60 NQ10 右袖直上

13 甕 (17. 6) 30.5 (7.0) J L 普通 にぶい橙 60 N叫7 外面上位↑、下位→、下端↓方向へぅ削

14 甕 19.8 32. 1 (6. 0) JKL 普通 褐 80 池9• D区 床

15 甕 17.6 30.9 7.2 ABEJ 不良 にぶい黄褐 80 NQ3 貯蔵穴外面↑・→方向ヘラ削り

16 甕 19. 7 ABJL 良 にぶい褐 100 NQl 貯蔵穴外面↓方向ヘラナデ・磨き
17 甕 5.0 EFJL 普通 にぶい黄橙 80 Na7 床＋ 2cm 
18 甕 6.0 BE 不良 にぶい黄橙 60 D区
19 甑 24.5 EJL 普通 にぶい黄橙 90 NQl3 床十3cm 
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第145図第93号住居跡出土遺物（1)
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第146図
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第147図第94号住居跡

"'I 

1 疇色 (IOYB.'3/4) 炭化物多、地山プロック
2 褐色（!OYR4/4) 地山プロック多、炭化物少

3 黒褐色 (!OYB.'3/2) 地山プロック・炭化物多

4 暗褐色(10湘3/3) 地山プロック
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第148図第95号住居跡
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1 暗褐色 (10YR3/4) 

2 黄褐色 (10YR5/6) 
3 褐色 (10YR4/4) 炭化物多

4 にぷい黄褐色(lOYRS/4) 明黄褐色土若干

5 褐色 （10YR4/6) 炭化物僅か

6 褐色 （10YR4/6) にぷい黄褐色シルト多

7 にぶい黄褐色(IOYR5/4) 褐色土若干

8 黄褐色 (!OYR5/6) 
9 暗褐色 (!OYR3/3) 

10褐色 (IOYR4/4) 焼土・炭化物僅か

11 褐色 (IOYR4/4) 

2m 
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Pl 暗褐色 (10YR3/4) シルト質、締まり極強い
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第149図 第95号住居跡出土遺物
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第95号住居跡出土遺物観察表（第149図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 坪 (12. 0) 4.9 BE] 普通 橙 60 蜘66• 80 • 91 床十 5cm 
2 坪 12. 2 FJ 不良 にぶい橙 10 Nal35 • Nal37 床十 7cm 
3 坪 (12.6) 4.5 BE 普通 にぶい橙 50 NQ8 床十 4cm 
4 均 (15. 0) BDJ 良 にぶい橙 30 N叫7• Nol8 床

・Nall8 • B区
5 杯 14. 5 6.2 BGJ 普通 にぶい赤褐 80 NQ63 •NQ68 床十 4cm 

・B区・C区
6 杯 (12. 2) 5. 1 BEG 普通 橙 40 Nal9 • B区 床十 5cm 
7 杯 (12. 6) 4.5 B 良 橙 20 Nal6 床十 8cm 
8 虹 (13. 0) 4.8 BEJ 不良 にぶい橙 40 Na60 • Na62 

・NolOl ・N叫02床十 3cm ， 杯 (11. 6) 4.9 BEJ 普通 橙 70 NQ7 床十 7cm 
10 杯 (11. 8) 4.0 BE 不良 にぶい黄橙 30 D区
11 杯 (12. 6) 4.6 EJ 普通 橙 60 D区
12 坪 (13. 0) 4. 7 BDEJ 普通 橙 30 Na24 • C区 床十 4cm 
13 高杯 13.6 BE 不良 橙 90 Na50 床十 5cm 
14 甕 (10. 4) BE] 普通 にぶい赤褐 20 Nal2 • 61 • D区 床十 6cm 
15 鉢 (12.4) BJL 普通 にぶい褐 25 Na34 床十 3cm外面上位↑方向ヘラ削り
16 鉢 (17. 0) BJL 普通 にぶい黄橙 60 No74 • 75 • 76 床十 4Clll外面↑方向ヘラ削り

• 78 • 82 • B区
17 甕 (20.0) BFJ 普通 灰黄褐 15 Na86 • Na79 床十 7cm 

・Na97 • B区
18 甕 (20.0) BE 普通 にぶい黄橙 15 Na64 • 81 • 83 床十 3cm 

• 95 • B区
19 壷 (12.6) BJ 不良 にぶい橙 60 N叫20• 134 • 床十 3cm 

136~138・ 140 
142 • 186 • SK44 

20 亜- (19. 0) BDEJ 普通 橙 40 NallO 床十 8cm 
21 鉢 (24. 0) JKL 普通 にぶい黄橙 40 Na99 ・NalOO 床体部↓方向ヘラ削り

・N叫32• B区
22 甕 (7. 0) B 良 にぶい赤褐 30 Na22 • Na67 床十 3cm外面↑方向へう、底部へぅ削り

・Na70 • C区
23 甑 8.0 BEJL 不良 にぶい橙 15 Na4 床十 6cm外面↓方向ヘラ削り

24 甕 4.6 BDFJL 普通 橙 80 Nal45 床十 5cm 
25 甕 5.、8 BEJ 普通 橙 90 NQ5 
26 甕 5.0 BDE 普通 橙 100 Nol4 床十 7cm 

第96号住居跡（第150図）

K-11 • 12グリッドを中心に位置する。第91号住

居跡に切られ、第132号住居跡を切っている。平面は、

軸長4.86mX4. 73mの方形を呈し、深さ 10cm程を測

る。壁溝は南壁の一部に確認でき、幅13~15cm、深さ

4~7cmである。主軸方位は、 N-84°-Eを指す。

居跡に切られ、残存燃焼部は52cmX59cm、深さ 10cm

の窪み状となっている。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。径60~85cmの円

形で、深さ42~57cmを測り、 1本で柱痕が確認された。

貯蔵穴は、南東隅に備わる。軸長lOOcmX78cmの楕

円形で、深さ45cmを測る。

カマドは、東壁に設けられているが一部が第91号住 遺物は、土師器杯、土錘が出土した。

第96号住居跡出土遺物観察表（第150図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 10.5 4.1 BJ 普通 橙 95 Nol 床十 8Clll 
2 杯 10.8 3. 7 BDJ 普通 にぶい橙 85 NQ2 床十 8cm 内壁荒れる
3 杯 (11. 8) 3.9 DE 良 橙 50 貯蔵穴 貯蔵穴

4 杯 12.3 3.9 BDE 普通 橙 50 貯蔵穴 •B 区 貯蔵穴

第96号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 浅存(%)1 備 考

1 (2. 70) 1. 65 0.55 (5. 98) Ba にぶい橙 20 IC区
2 (3.15) 1. 68 0.48 (6. 72) B 淡黄 20 
3 (4.44) 1. 48 0.60 (8.37) A 橙

4 (5.34) 1. 28 0.45 (7.06) B にぶい橙 I 80 ID区
5 6.53 l. 62 0.51 (13. 78) Ba にぶい黄橙 95 
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第150図 第96号住居跡・出土遺物
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1 暗褐色(10YR3/3) 焼土粒多
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1 暗褐色(10YR3/3) 炭化物・焼土粒・地山プロック
2 暗褐色（10YR3/3) 地山プロック、やや砂質

C' 

P1 P2 

D 63.8● D' 

p4 p3 

1 褐色（10YR4/4) 炭化物・焼土粒・地山プロック
2 褐色(IOYR4/6) 灰黄褐色土プロック多
3 黒褐色（10YR3/1) 焼土粒・炭化物
4 暗褐色(IOYR3/3) 炭化物多
5 暗褐色（10YR3/3) 炭化物・地山プロック
6 褐色 (10YR4/6) 地山プロック、やや砂質
7 疇色(IOYR3/2) 地山プロック、や科環
8 褐灰色(IOYB5/1) 地山プロック・炭化物粘性ややあり
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第97号住居跡（第151図） 第98号住居跡（第151図）

K-13グリッドに位置する。第98号住居跡を切って

いる。平面は、軸長2.46m X 2. 33mの方形を呈し、深

さ13cm程を測る。主軸方位は、 N-72°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は122cm

X50cmの楕円形を呈し、僅かに窪んでいる。

K-13グリッドに位置する。第97号住居跡に切ら

れ、第99号住居跡の上に乗る。平面は、軸長4.48

mX4.62mの方形を呈し、深さ12cm程を測る。壁溝は

南壁の一部で確認できたが、幅22cm、深さ 9cmである。

主軸方位は、 N-13°-Wを指す。

遺物は、須恵器片、土師器片が出土した。 カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は88cm

X60cmで床面と同じ高さである。

遺物は、須恵器片、土師器片が出土した。

第151図第97・98号住居跡
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B 63.9● B' 

1 暗褐色 （10YR3/4) 地山プロック、炭化物・焼土粒・プロック多
2 暗褐色 (2.5YR3/4) 地山プロック、焼土プロック・炭化物多

3 暗褐色 （10YR3/3) 地山プロック・炭化物
4 暗褐色 （10YR3/4) 地山プロック、焼土粒・炭化物多
5 黒褐色 (lOYRJ/1) 炭化物・焼土粒多

6 赤褐色 (2.5YR4/8) 焼土・炭化物・灰多

7 暗褐色 (lOYRJ/4) 地山プロック・炭化物

8 黒 色 (10YR2/1) 炭化物層、灰・焼土粒
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第152図第99号住居跡
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貯蔵穴

1 褐色 （10YR4/4) 焼土粒・炭化物

2 黒褐色 (10YR3/1) 焼土プロック多

3 褐色 (10YR4/4) 炭化物、締まりなし

4 褐色 （10YR4/6) 炭化物、締まりあり

1 褐色 （10YR4/4) 地山プロック・灰黄褐色粘質土プロック多

炭化物

2 褐色(10YR4/6) 地山プロック

3 褐灰色 (10YR5/1) 地山プロック・灰黄褐色土プロック多

粘性あり

4 にぶい黄褐色(10YR5/4) 周溝地山プロック砂質

5 褐色 （10YR4/4) 炭化物・焼土粒砂質

6 黄褐色 (10YR5/6) 炭化物・焼土粒砂質

7 褐色 （10YR4/4) 炭化物粘性あり

8 疇色 (10YR3/3) 炭化物砂買

ピット 5

1 褐色 (IOYR4/4) 炭化物、粘性ややあり

2 にぷい黄褐色（IOYR4/3) 炭化物・焼士粒

2m 
1 :90 
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第99号住居跡（第152• 153 • 154図）

K-13グリッドを中心に位置する。第97号・第98

号住居跡の下にある。平面は、軸長4.88mX5.05m

の台形気味の方形を呈し、深さ29cm程を測る。壁溝は

全周し、幅7~25cm、深さ2~5cmを測る。主軸方位

は、 N-89°-Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。燃

焼部は100cmX4lcmの長方形を呈し、深さ31cmを測る

が、火床面は床面と同じ高さである。煙道部は燃焼部

と段差を有し、 87cm確認できた。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。径50~55cmの

円形で、深さ46~50cmを測り、いずれも柱痕が確認で

きた。

貯蔵穴は、南東隅と南西隅の2基備わる。第1号貯

蔵穴は、径75cmX66cmの円形で、中程ですぽまり深

さ78cmを測る。第2号貯蔵穴は、軸長7lcmX42cmの

楕円形で、深さ25~30cmを測る。

遺物は、土師器杯・小型甕・甕．甑、手捏ね土器が

出土した。

第153図第99号住居跡カマド

可
＜ ． B 63.8● 

ー '|

喜
C 63.8, 

c
 

＜
 

．
 

●
8
.
C

9

<

 

1 暗褐色(10YR3/3) 焼土粒・炭
2 褐色 (10YR4/4) 焼土プロック・炭化物

3 黒褐色 (10YR3/l) 焼土・炭多
4 赤褐色 (2.5YR4/8)焼土・灰多

1 m 
1:30 

第99号住居跡出土遺物観察表（第154図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 13. 1 4.8 BEJL 不良 橙 90 N叫2• B区 床

2 杯 (12.4) 4.6 BDEJL 不良 にぶい赤褐 45 B 区• D区

3 杯 (13.0) BD 不良 明赤褐 15 Na9 

4 杯 (13. 0) 5.2 BE 普通 にぶい褐 40 No8、A・D区

5 杯 (13. O) 5.5 BJ 普通 橙 60 B区

6 杯 (12.6) 5.2 BE 不良 橙 40 C 区• D区

7 杯 (12.0) 4.8 B 普通 にぶい褐 30 Nal 床十 3cm 

8 手捏ね土器 (5.0) 3.3 (3.4) BJ 不良 橙 40 D区， 甕 12.4 15. 7 5.6 BL 不良 橙 70 Nall 床外面↓・→方向ヘラ削り

10 甑 19.4 12.8 6.0 BEFJL 普通 にぶい橙 95 NalO NQl1の直上孔径3.3 cm 

11 甕 16.2 35.0 6.6 BEJL 普通 にぶい赤褐 60 歯3、B・C区 床外面中位↓方向ヘラ削り

12 甕 15.4 37. 1 5.0 AEJL 普通 にぶい褐 90 P5 Nol 第2号貯蔵穴

13 甕 (19.6) BDFJ 不良 にぶい橙 20 N叫 •D 区 貯蔵穴

14 甑 24.6 24. l 8.1 ATL 不良 にぶい黄橙 90 Nol 貯蔵穴
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第154図 第99号住居跡出土遺物

□ 1-2ここ
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第100号住居跡（第155• 156図）

L-12グリッドを中心に位置する。第113号・第114

号住居跡を切っている。平面は、軸長4.33mX4. 3m 

の方形を呈し、深さ30cm程を測る。壁溝は全周し、幅

15~43cm、深さ 2~4cmである。主軸方位は、 N-

108°-Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。燃

焼部は105cmX45cmの長方形を呈し、火床面は床面と

第155図第100号住居跡
•V 

゜
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B 64.0● 

0p3 
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ー ／”／ ］二三冒

口冒冑参

v̀
 

•
o．
マ9
.

貯蔵穴

E 63.7● E

＿
 

昌
1 黒褐色(10YR3/1) 炭化物・地山プロック多

2 暗褐色(10YR3/3) 地山プロック、砂質

3 暗褐色（10YR3/4) 地山プロック・炭化物・焼土粒

D 63．枷

P、
D 

p3 

1 褐色(10YR4/4) 地山プロック、炭化物少

2 暗褐色(10YR3/4) 地山プロック・焼土プロック

3 黒色 (N2/0) 炭化物層、焼土プロック

4 褐色（10YR4/6) 地山プロック・焼土プロック

5 黒色 (N2/0) 炭化物層、焼土プロック

6 黒褐色(10YR3/2) 砂多

7 暗褐色(10YR3/4) 炭化物 ・地山プロック多

8 暗褐色 (10YR3/2) 砂・地山プロック

9 暗褐色(10YR3/3) 地山プロック多、砂質

10褐色（10YR4/4) 炭化物・地山プロック、砂質

2m 
l:60 
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第156図 第100号住居跡カマド・出土遺物

i / 

□三ニニ

ーロ4

1鬱窯禁窯疇
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B 63.B● B' 

量
C 63.81 C' 

1 褐色(10YR4/6) 地山プロック・焼土プロック
2 褐色 (10YR4/4) 炭化物少、焼土粒極僅か
3 黒色 (10YR2/1) 炭化物・焼土多
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第100号住居跡出土遺物観察表（第156図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 14.4 4.0 B 普通 橙 40 D区
2 杯 (15. 1) 4.3 BE 良 にぶい黄橙 25 B区
3 高杯 BJ 普通 橙 90 B区 脚部のみ

4 甕 (15.1) BJL 良 黒褐 40 c区
5 甕 (18. 8) EGJL 普通 にぶい橙 25 D区
6 甕 (25. 6) BDJ 良 橙 25 NQ l 床十 7cm 内面櫛状工具横ナデ

7 一亜 11. 3 EFG JL 普通 にぶい黄橙 60 C区 底部外面木葉痕あ り

同じ高さである。燃焼部と煙道部の間には、 25cmの段

差を有し、煙道部は68cm確認でき、煙道部まで被熱し、

赤変していた。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。径46~50cmの

円形で、深さは47~55cmを測り、柱痕が確認できた。

貯蔵穴は、南東隅に備わる。軸長87cmX67cmの楕円

形で、内周縁にテラスを有し、中央が深くなり、深さ

23cmを測る。

遺物は、土師器杯・高杯脚部・甕・壷が出土した。

第101号住居跡（第157図）

M-10 • 11グリッドに位置する。第69号住居跡に

西半が切られている。平面は、軸長3.85mX4.10m 

の方形を呈し、深さ20cm程を測る。主軸方位は、 N-

118°-Wを指す。

カマドは、南西壁のやや北西寄りに設けられてい

る。燃焼部は95cmX58cmの隅丸方形を呈し、床面より

僅かに窪んでいる。煙道部と燃焼部との間に段差を有

し、 52cm確認できた。

遺物は、須恵器杯、土師器甕、土錘が出土した。

第101号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)

1 (3. 76) 1. 30 0.38 (5. 00) 
2 (5. 14) 1. 59 0.53 (12. 07) 
3 (6. 02) 1. 87 0.45 ｛ 21.2 悶
4 (6. 06) 1. 73 0.46 17.2 

第101号住居跡出土遺物観察表（第157図）

第102号住居跡（第158図）

] -13グリッドに位置し、川寄りに単独で立地す

る。平面は、軸長3.23mX3. 28mの台形を呈し、深

さ10cm程を測る。主軸方位は、 N-7°-Wを指す。

カマドは、北壁のやや東寄りに設けられている。燃

焼部は67cmX37cmの楕円形を呈し、床面より僅かに窪

んでいる。

遺物は、土師器片が出土した。

第103号住居跡（第159図）

0-10グリ ッドに位置する。カマドのみの検出で、

第95号住居跡に切られている。主軸方位は、 N-100°

-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられていると考えられる。燃

焼部はlOOcmX63cmの隅丸方形を呈し、床面からの深

さ16cmを測る。支脚の石が遺存していた。煙道部は燃

焼部と段差を有し、 42cmを確認できた。

遺物は、土師器杯・甕が出土した。

分類 色調 残存（％） 備 考

Ba 灰白 50 c区
Ba にぶい黄橙 70 カマド
Ba 橙 95 C区
Ba 褐灰 90 c区

番：I了I:6:I 器高 1 胃 6嘉口：］］］；色調言~(%)にf: 備考

カマド体部下端・底部右回転ヘラ削
床十 4cm 
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第157図第101号住居跡
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B. ------＼ -—~ 

1 黄褐色 (10YR5/6) ＼ 万～ー「― I --―-------- ~— 2 焼土層
3 疇囀（10YR2/2)
4 疇色 (10YR3/4) 殴評
5 暗褐色 (IOYR3/4) 
6 疇色 (10YR3/3) 締まり強い
7 褐 色（10YR4/6) 焼土・黒色土若干
8 褐色 (IOYR4/4) 砂質

゜
1 m 10cm 
1 :30 1 : 4 
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第158図第102号住居跡

＜
 

冒

・c, 
V
 

1 暗褐色(10YR3/3) 炭化物・地山プロック
2 疇色 (10YR3/4) 地山プロック・焼埠

□ 2m 
1 :60 

第104号住居跡（第160• 161図）

N・0-10グリッドに位置する。平面は、軸長3.40

mX3.47mのやや歪んだ方形を呈し、深さ36cm程を測

る。主軸方位は、 N-57°-Wを指す。

カマドは、北西壁に設けられている。燃焼部は90

cmX55cmの楕円形の窪み状を呈し、床面からの深さ18

cmを測る。煙道部は96cmを確認できた。

遺物は、土師器杯・甕・壷、土錘が出土した。

第111号住居跡（第162図）

M-11グリッドを中心に位置する。平面は、軸長

4. 77mX4. OOmのやや歪んだ方形を呈し、深さ38cm

程を測る。主軸方位は、 N-84°-Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。燃

焼部は90cmX43cmの楕円形を呈し、煙道部は燃焼部と

段差を有し、 135cmを確認できた。

遺物は、土師器坪・椀・高杯・甕・甑、須恵器蓋、

土錘が出土した。

第103号住居跡出土遺物観察表（第159図）

番号 器種 口径 器商 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 12.6 5.8 BEJ 普通 にぶい褐 80 カマド •SK44 カマド

2 甕 8.0 ABDJL 普通 褐 80 カマドN叫 カマド

3 甕 (17. 0) 30.0 7.0 BEFJL 普通 にぶい橙 60 カマドNQ2 カマド

SJ95Nul91 
SJ95B区・ SK44
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第159図 第103号住居跡カマド・
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1 黄褐色 (!OYRS/6) 

2 にぷい赤褐色(5YR4/4)

3 明黄褐色 (!OYR6/6) 

4 褐色 （10YR4/6) 焼土・炭化物多

5 黄褐色 (!OYRS/6) 焼土少

6 黄褐色

7 褐色

8 焼土層

9 褐色

(!OYR5/8) 暗赤褐色土粒

(10YR4/4) 焼土・黒褐色土多

(10YR4/6) 焼土少

口
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第160図第104号住居跡・カマド
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SK 1 
D 63.6, D 

冒
Pl 
1 暗褐色(lOYR.'l/3) 灰少
2 褐色 (IOYR4/6) 締まり強し

SKl 褐色(lOYR.'l/4) 粘質

1 黄褐色 (IOYRS/6) 白色微粒子

2 黒褐色 (IOYR3/2)
3 炭灰層
4 黄褐色 (IOYR5/6)灰微

5 褐色(IOYR4/6)

6 暗褐色(IOYR3/4) 炭多
7 黄褐色 (IOYR5/6)

8 暗褐色(IOYR3/4)
9 暗褐色 (IOYR3/4) 炭化物粒 ・粘土少

10 黄褐色(IOYR5/6)

2m 
1 : 90 

B 63.7● B 

1 黄褐色 （10YR5/4) シルト質
2 暗褐色 （7.5YR3/4) 焼士極多

3 褐色 (10YR4/6) シルト質

4 にぷい黄褐色（10YR5/4) 焼土 ・黄褐色土少

5 褐色 (7.5YR4/4) シルト質

6 黄褐色 (lOYRS/8) シルト質

7 黄褐色 (lOYRS/6) 締まり極強い

lm 
1 :30 
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第161図 第104号住居跡出土遺物

一ー 1 

¥‘ヽ

10cm 
1 : 4 

第104号住居跡出土遺物観察表（第161図）

：I器；I直［I器高I底ーロ［］且］旦言％）I［言こ 備 考

第104号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考
1 (2.90) 1. 46 0.56 (4. 70) Ba 橙 30 c区
2 (4.63) 1. 92 0.65 (16.63) Aa 橙 60 D区
3 5.54 1. 45 0.56 (9.20) BaN にぶい黄橙 95 C区
4 6.35 1. 52 0.42 12. 16 B a IV 浅黄橙 100 A区
5 6.57 1. 46 0.55 12.32 Barn 浅黄橙 100 D区
6 7.31 1. 67 0.55 (15. 68) Barn にぶい黄橙 90 D区

第111号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 2.28 2.38 0.47 (8.15) にぶい橙 50 土玉
2 5.05 1. 98 0.62 14.63 B'a V 浅黄橙 100 B区
3 (5.18) 1. 35 0.39 (9.29) B 灰黄褐 80 
4 5.51 1. 43 0.62 9.14 BaN 灰黄褐 100 
5 5.93 1. 44 0.48 (10. 16) BaN 灰黄褐 95 
6 5.59 1. 89 0.58 15.09 BaN にぶい黄橙 100 
7 6.02 1. 67 0.48 17.43 AaN にぶい黄橙 100 D区
8 (6. 32) 1. 94 0.50 (16. 75) Ba 橙 95 A区， (6.41) 1. 66 0.53 (15.47) Aa にぶい橙 90 A区
10 (7. 72) 1. 84 0.60 (20.09) Ba 褐灰 95 

第111号住居跡出土遺物観察表（第162図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 (13. 1) BJ 普通 浅黄橙 20 カマド カマド 整形不明
2 杯 (13.4) E 良 橙 10 A区
3 杯 (12. 8) B 良 橙 10 
4 蓋 (13. 0) J 良 灰 10 天井部左回転ヘラ削り
5 椀 (10. 9) EJ 普通 橙 15 Na3 外面荒れる
6 椀 (14. 3) 7.9 (3. 5) EFJL 普通 にぶい橙 30 NQ3・カマド カマド赤彩
7 高杯 B 良 橙 20 No4 床＋ 3cm外面ヘラ削り内面指ナデ
8 甑 (19. 7) 14.6 (5. 2) I J L 良 にぶい橙 20 A区 内面木口状工具横ナデ， 甕 7.0 J L 普通 橙 100 底部同一方向のヘラナデ
10 甕 7.3 BT L 良 橙 100 Nol カマド
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第162図 第111号住居跡・出土遺物
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B 64.0, B-

1 にぶい黄褐色(10YR4/3) 白色微粒

2 にぷい黄褐色（10YR4/3) 灰白色シルト多

3 暗褐色 (10YR3/4) 灰白色シルト少、砂質

4 焼上層

5 褐色 (10YR4/6) 

6 にぷい黄褐色(10YR4/3) 焼土少
7 にぶい黄褐色(10YR5/3) 灰

8 にぷい黄褐色（10憧5/3) 黄褐色土粒

9 にぷい黄褐色(10憧5/4)

10褐色 (10YR4/4) 

11 にぷい黄褐色（10YR4/3) 黄褐色土

12 にぷい黄褐色（10YR4/3) 灰白色シルト・焼土少

13 黒褐色 （10YR3/2) 明黄褐色シルト・焼土少

三

ニニ／，

`o  
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第163図 第112号住居跡・カマド
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第112号住居跡（第163・164図）

L •M-12グリヅドに位置する。平面は、軸長5.32

mX3. 68mの長方形を呈し、深さ27cm程を測る。主軸

方位は、 N-21°-Wを指す。

カマドは、北壁の東端に設けられている。燃焼部は

100cmX34cmで、僅かに窪んでいる。

遺物は、土師器杯・甕、土製紡錘車、刀子、土錘が

出土した。 6の土製紡錘車は、半分以上を欠損してい

るが、長径4.6cm、遺存短径4.1cm、高さ2.5cm、孔径

1. 4cm、重さ34.63 gで、南西部の覆土中から出土し

た。 7は刀子の刃部で先端が欠損している。重さは

3. 80 gで、北東部の覆土中より出土した。

第112号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)

1 (2.00) 1. 11 0.50 (2. 09) 

2 (2.11) 1. 19 0.46 (2. 85) 

3 (2. 70) 1. 61 0.52 (4. 96) 

4 (3. 01) 1. 46 0.52 (3. 85) 

5 (2.48) 2.10 0.55 (4.46) 

6 (3. 19) 1. 51 0.46 (3. 84) 

7 (3.20) 1. 51 0.60 (4. 44) 

8 (3.25) 1. 52 0.56 (4. 67) ， (3.35) 1. 17 0. 52 (3. 12) 

10 (3. 47) 1. 39 0.56 (4.40) 

11 (3.15) 2. 13 0.43 (9. 96) 

12 (3.15) 1. 51 0.53 (6. 24) 

13 (4. 87) l. 84 0.59 (6. 61) 

14 (3. 84) 2.06 0.48 (11.33) 

15 (3. 80) 2.02 0.55 (10. 68) 

16 (3. 70) 1. 67 0.39 (6.62) 

17 5.02 2.01 0.49 16. 74 

18 4.38 1. 83 0.55 12. 15 

19 (4.05) 1. 52 0.47 (9. 35) 

20 (4. 25) 1. 66 0.48 (10. 61) 

21 (4.10) 1. 66 0.42 (8.29) 

22 4.33 1. 86 0.63 13. 14 

23 (5.42) 1. 36 0.54 (9.36) 

24 5.47 1. 73 0.47 14.40 

25 5.18 1. 78 0.53 13.26 

26 (5. 91) 1. 45 0. 41 (11. 25) 

27 5.31 1. 89 0.49 15.61 

28 5.34 1. 88 0.65 17. 16 

29 (5.58) 1. 64 0.46 (12. 56) 

30 5.67 1.88 0.56 17.02 

31 5. 79 l. 66 0.55 13. 71 

32 (5. 31) 1. 97 0.58 (16. 65) 

33 6.44 1. 84 0.55 14. 75 

34 6.39 1. 49 0.39 13.32 

35 6.87 1. 72 0.47 16.33 

36 6.86 l. 81 0.51 (17. 64) 

37 7.50 1. 73 0.50 20.28 

38 (7.67) 2.05 0. 77 (25.60) 

第113号住居跡（第165図）

L-12グリッドに位置する。平面は、軸長4.37

mX3. 77mの方形を呈し、深さ 8cm程を測る。主軸方

位は、 N-87°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は95cm

X48cmで、僅かに窪んだ状態を呈している。

遺物は、土師器杯・堪．鉢・甕・壷が出土した。

分類 色調 残存（％） 備 考

Ba 褐灰 20 D区
Ba にぶい褐 20 D区
B 浅黄橙 30 D区
Ba にぶい黄橙 30 一括

B 褐灰 D区
Ba 褐灰 40 c区
B 灰白 30 B区
B にぶい黄橙 30 D区
A 灰黄褐 40 D区
Ba 浅黄橙 40 C区
E にぶい橙 B区
Ba にぶい黄橙 30 C区
Ba にぶい黄橙 20 A区
Ba 褐灰 40 C区
Ba 浅黄橙 40 D区
B'a 褐灰 60 C区
BaV にぶい橙 100 B区
Ba VI 褐灰 100 C区
A 褐灰 40 A区
B 褐灰 60 B区
Ba にぶい橙 40 D区
A a VI 浅黄橙 100 一括

Aa にぶい黄橙 80 C区
BaV 褐灰 100 c区
BaV 褐灰 100 D区
Ba 浅黄橙 90 D区
BaV 浅黄橙 100 c区
AaV にぶい橙 100 c区
Ba にぶい黄橙 90 B区
BaN 褐灰 100 D区
BaN 灰黄褐 100 D区
Ba 浅黄橙 90 
BaN 褐灰 100 D区
BaN にぶい褐 100 D区
Ba にぶい黄橙 70 c区
B a m 淡黄 95 
B a II 橙 100 

Aa 浅黄橙 95 c区
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第164図 第112号住居跡出土遺物
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第112号住居跡出土遺物観察表（第164図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備考
1 杯 (11. 0) BEFJ 不良 にぶい橙 20 c区
2 坪 (15. 6) BEJ 不良 にぶい褐 20 C 区• D区
3 坪 (11. 0) 3.2 HJL 普通 にぶい橙 45 C区
4 杯 (18. 0) BE 良 灰黄褐 15 B区
5 甕 (16. 0) BDH 普通 暗褐 10 

第113号住居跡出土遺物観察表（第165図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考
1 杯 (12. 4) 3.4 BEF 不良 橙 40 Nol 床十 4cm 
2 坪 (15. 0) 5.8 DEJ 不良 橙 60 NalO 床＋ 3cm 
3 坪 (14. 0) BEF 不良 にぶい赤褐 30 NQl3 床
4 鉢 (14.0) 4.0 J L 不良 にぶい橙 60 N虚 床
5 小型鉢 (8.0) 5.4 3.4 BE 普通 にぶい黄橙 70 Nn8 床底部に沈線3本
6 均 DEJ 不良 にぶい橙 80 A区 •SJ 91 C区
7 甕 14.8 BJL 不良 にぶい褐 70 池7 床
8 甕 8.0 BJ L 不良 灰褐 60 池8・Na9 床底部木葉痕， 

空一 5.0 BEFJ 普通 橙 60 N硲 • N叫 床

第114号住居跡（第166図） る。

L-11グリ ッドを中心に位置する。第75号・第92

号•第 100号住居跡に切られている 。 平面は、軸長5.25

mX4.30mの台形を呈し、深さ 7cm程を測る。壁溝は

北西壁の一部で検出したが、幅9cm、深さ 2~4cmを

測る。主軸方位は、 N-59°-Eを指す。

貯蔵穴は、東隅に備わる。径100cmX90cmの円形で、

深さ100cmを測る。

カマドは、袖が一部確認されていることから、北東

壁に設けられているが、第100号住居跡に切られてい

遺物は、土師器杯・甕・管玉が出土した。7の管玉

は、遺存長1.46cm、径0.73~0. 75cm、孔は穿孔され

ていない未製品である。重さは1.05 gで、覆土中から

出土した。

第114号住居跡出土遺物観察表（第166図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考
1 坪 11. 9 5.0 EJ 不良 にぶい橙 90 涵 •No7•貯蔵穴 貯蔵穴
2 甕 (11. 4) BEJ 普通 橙 10 Na3 貯蔵穴
3 甕 13.6 BL 不良 にぶい赤褐 70 No4 • No5 • Noll 貯蔵穴

・貯蔵穴 •B 区
4 甕 7.0 BE 普通 にぶい赤褐 60 貯蔵穴 •B 区 貯蔵穴 底部同方向ヘラ削り

外面↓方向ヘラ削り
5 甕 6.4 BEF 不良 にぶい橙 40 油8~N叫0 床外面上位←方向下位↑方向ヘラ

削り 底部一方向ヘラ肖ljり
6 甕 17.8 29.8 6.3 T 普通 にぶい橙 75 Nol • Na2 • Na3 貯蔵穴 内外面とも櫛状工具ナデ
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第165図第113号住居跡・出土遺物
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第166図 第114号住居跡・出土遺物
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第167図 第115号住居跡
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11 暗褐色 (!OYR3/4) 充填土、地山プロック ・炭化物粒・焼土粒少

12 にぶい黄褐色(10YR5/4)充填土、地山プロック少、砂質、締まりなし

13 灰褐色 (7.5YR4/2) 地山プロック多、炭化物少
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2 にぷい黄褐色(10YR4/3) 地山粒・炭化物粒少

3 にぷい黄褐色(10YR5/3) 地山粒 ・炭化物粒多、やや砂質

4 灰黄褐色（10YR4/2) 地山プロック少、砂質
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第168図 第115号住居跡出土遺物
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第115号住居跡（第167• 168図）

L-13グリッドを中心に位置する。第116号住居跡

を切っている。平面は、軸長5.78mX5. 35mの台形

を呈し、深さ24cm程を測る。主軸方位は、 N-116°―

Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は100cm

X53cmの隅丸方形を呈し、深さ25cmを測るが、火床

面は床面と同じ高さである。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。径23~45cmの

円形で、深さ23~33cmを測る。

貯蔵穴は、南隅に備わる。軸長120cmX92cmの長方

形で、内周に一段テラスを有し、深さ37cmを測る。

遺物は、土師器坪・高杯・小型甕・甕・壷・甑と用

途不明の土製品が出土した。

第116号住居跡（第169図）

L-13・14グリッドに位置する。第115号住居跡・

第2号掘立柱建物跡に切られている。平面は、軸長

5. 57mX4. 22mの台形を呈し、深さ 9cm程を測る。主

軸方位は、 N-101°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は104cm

X50cmの楕円形を呈し、床面からの深さ12cmを測る。

遺物は、土師器甕 ・甑が出土した。

第115号住居跡出土遺物観察表（第168図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 (13. 6) 4.0 BEJ 普通 灰褐 50 B区． BC区

2 杯 (15.0) 3.3 DEFL 普通 灰褐 10 P3 

3 坪 (16. 2) 4.5 ABEGJ 普通 にぶい赤褐 45 No8 

4 坪 (18. 0) AEJL 不良 にぶい橙 15 B区． BC区

5 沐 (13.6) ABGJ 良 にぶい赤褐 40 NQ10 

6 杯 15.2 4.9 BE 普通 にぶい赤褐 50 池7• AD区

7 坪 13. 7 5. 1 F 不良 橙 85 B区． BC区

8 坪 (15. 0) BF 普通 橙 15 Pl 
， 高坪 (16. 4) 10. 0 9.9 BJ L 不良 橙 60 N叫4 床＋3cm妬体部外面ヘラ削り 脚部不明

10 高坪 10.4 BEJ 不良 橙 80 池9

11 高杯 BEJ 不良 橙 60 NQ4 カマド

12 甕 16.0 18.2 7.2 BEJL 普通 にぶい黄橙 65 歯2 カマド

13 甕 6.0 BJ L 不良 明赤褐 100 NQl6 カマド支脚

14 甕 17.6 41. 8 5.0 AJL 普通 にぶい褐 60 Nol カマド外面上位 ↓方向、中位以下 ↑

方向 下端→方向ヘラ削 り

15 空・― (18. 0) J L 普通 橙 30 B 区 •BC 区 外面 ↑方向ヘラ削 り

16 甑 20.0 25.0 7.4 BL 不良 橙 60 Nall・l3・15・ 貯蔵穴

カマド •B·BC 区

17 土製品 4.3 4.6 5.45 BJ 不良 にぶい黄橙 90 BC区

第116号住居跡出土遺物観察表（第169図）

番：I器:種|]i g | :7 : I ： ：至 I ：9L土 1 :：成［：竺：：己 I 残！~(％ ) I]：：：：；号 備 考
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第169図 第116号住居跡・出土遺物
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第117号住居跡（第170• 171図）

M-13・14グリッドに位置する。第2号掘立柱建物

跡に切られ、第135号・第136号住居跡を切り、第118

号住居跡の下にある。平面は、軸長6.43mX5. 22m 

の方形を呈し、深さ28cm程を測る。壁溝は全周し、幅

12~22cm、深さ 5~8cmを測る。主軸方位は、 N-

84°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は137cm

10cm 
1 : 4 

X47cmの楕円形を呈し、床面より僅かに窪んだ状態を

呈している。

柱穴は3本の主柱穴が検出され、 1本は第2号掘立

柱建物跡に切られ不明である。径22~30cm、径40

cmX48cmの円形、軸長68cmX44cmの楕円形を呈した

もので、深さ10~23cmを測る。

貯蔵穴は、南東隅に備わり、北西部が第2号掘立柱

建物跡に切られている。径85cmX100cmで西側内周が
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第170図 第117• 136号住居跡
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(IOYR5/3) 焼土粒・炭化物粒少

(IOYR5/3) 炭化物粒極多焼土プロック

(10YR3/3) 地山粒・焼土粒・炭化物粒多

(IOYR3/3) 地山粒・焼土粒少

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

紐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐
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黄
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黄

黒

黒
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(10YR5/4) 焼土・炭化勅廂少、粘土層斑状、灰黄褐色シルト少

(10YR3/4) 炭化物・焼土粒多

(10YR3/4) 炭化物・焼土粒極多、灰黄褐色シルト少

(10YR4/2) 灰黄褐色シルト多

(10YR5/3) 焼土・炭化物粒少、シルト質

(10YR5/4) 焼土・炭化物粒少、シルト質、カマド構築土

(10YR5/4) 焼土プロック極多

(10YR3/3) 炭化物・焼土粒多

(10YR5/4) 焼土粒極多

(10YR3/2) 焼土プロック

(10YR3/2) 灰黄褐色土プロック多、焼土粒・炭化勅粒

(10YR3/2) 灰黄褐色土プロック少

13 暗褐色 (10YR3/3) 地山粒・焼土粒少、柱痕

14褐灰色 (10YR6/1) 地山粒少、粘性あり柱痕

15 暗褐色 (10YR3/4) 地山粒少、充填土

16 にぷい黄褐色(10YR5/4) 地山粒 ・地山プロック多、充填土

17 にぷい黄褐色(10YR4/3) 地山粒 ・焼土粒・炭化物粒多

18 にぷい黄褐色（10YR4/3) 地山粒多、焼土粒・炭化物粒少

19 暗褐色 (10YR3/3) 地山粒・炭化物粒少

20 暗褐色 (10YR3/3) 地山粒・炭化物粒多

21 灰黄褐色 （10YR4/2) 地山粒少

22 にぶい黄褐色(10YR5/3) 地山プロック多

23 にぶい黄褐色（10YR4/3) 地山粒・炭化物粒少

24 にぷい黄褐色（10YR4/3) 炭化物粒少
2m 
1960 
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第171図第117号住居跡出土遺物
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第117号住居跡出土遺物観察表（第171図）
10cm 
1 : 4 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考
1 杯 (11. 0) 4.6 BDJ 不良 にぶい橙 30 

2 杯 12.4 5. 7 BDL 不良 橙 85 Nol 
3 杯 11. 7 5. 7 BE 普通 明赤褐 80 Na2 
4 杯 (12. 4) 5.8 ABEJ 普通 橙 50 
5 杯 (15.0) 5.5 BEJ 普通 にぶい橙 15 
6 杯 (15. 0) BE 不良 橙 30 
7 椀 (12. 4) BEL 普通 橙 25 

8 高杯 (10. 4) BDEJ 不良 にぶい黄橙 80 ， 高杯 BDEJ 普通 にぶい赤橙 60 貯蔵穴 坪部内面・脚部外面赤彩

10 高坪 ABDJ 普通 にぶい橙 90 
11 甑 9.0 BJ L 普通 にぶい褐 60 No2・カマド

第117号住居跡出土土錘観察表

口 8

8

 

径
＿
い
い

径

5

6

孔
＿
い
い

塵）
29. 16 
29.87 [:: I` 調 1残~IP3

備 考

テラス状で、主体となるのは径75cmX85cmの円形で、

深さ70cmを測る。

遺物は、土師器杯・椀・高杯脚部 ・甑、土錘が出土

した。

第136号住居跡（第170図）

M-14グリッドに位置する。第117・118・135号住

居跡切られ、南辺の一部l.78mの検出のみで、深さは

6cmを測る。カマド等の施設は確認できなかった。

第118号住居跡（第172図）

M-13グリッドを中心に位置する 。 第 1 号•第 2 号

掘立柱建物跡に切られ、第117号・第136号住居跡を

切っている。平面は、軸長2.97mX 2. 60mのやや歪

んだ方形を呈し、深さ25cm程を測る。主軸方位は、 N

-72°-Eを指す。
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カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。燃

焼部は120cmX70cmの三角形を呈し、火床面と床面は

同じ高さである。

遺物は、土師器坪．甑、土錘が出土した他、カマド

右袖にあたる場所から、土師器壷．鉢が出土した。

第172図 第118号住居跡・出土遺物

只

•V 

B 63.7, B' 

言冒

1 にぶい黄褐色(IOYR4/3) 白色微粒多

2 褐 色 (IOYR4/4) シルト質

3 にぷい黄褐色(IOYR4/3) 灰白色シルト

4 鉄滓層

5灰暦
6 焼土層

7 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土多、炭化物少

8 褐色 (IOYR3/4) 灰少

9 褐色(IOYR3/4)

10灰層 褐色土

11 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土少

＜
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第118号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考
1 (1. 78) 1. 32 0.55 (2. 47) 橙 25 
2 (2.18) 1. 73 0.43 (6.10) Ba 明赤褐 30 
3 (4.18) 2. 14 0.47 (12.60) Ba 明赤褐 45 

第118号住居跡出土遺物観察表（第172図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 I 備 考
1 杯 (13.6) BDJ 普通 にぶい褐 20 Nol 
2 坪 (16. 0) DEJ 普通 にぶい赤褐 25 Nol 
3 

盆一 8.0 EJ 不良 にぶい橙 80 Na2 

［ 4 鉢 (26.0) 10.5 ABJL 普通 にぶい褐 40 Nol 
5 甑 (26.0) ABET 普通 にぶい赤褐 30 Na3 

第125号住居跡（第173図）

N-13グリッドに位置する。南側が調査区域外に

なっている。平面は、軸長3.62mX2. 30m以上、深

さ12cm程を測る。主軸方位は、 N-72°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は157cm

X 100cmで焚口部あたりがピット状を呈し、床面から

の深さ 8cmを測る。

遺物は、須恵器杯・皿、土師器台付甕・甕、土錘が

出土した。

第127号住居跡（第174図）

M-12・ 13グリッドに位置する。第1号掘立柱建物

跡に切られ、第128号住居跡と重複するが切り合いは

不明である。平面は、軸長3.62mX3.08mの方形を

呈し、深さ 6cm程を測る。主軸方位は、 N-52°-E

を指す。

カマドは、北東壁の北西寄りに設けられている。燃

焼部は70cmX36cmの楕円形を呈し、床面より僅かに窪

んだ状態を呈する。

遺物は、土錘、土師器片が出土した。

第125号住居跡出土土錘観察表

口2 I 6.98 
径

1. 57 
2.53 

孔径

0.52 
0.58 

重さ(g)

(6.06) 
36.58 分｀し［」Ba皿 灰黄掲

残存（％）

30 
100 

備 考

第125号住居跡出土遺物観察表（第173図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考
1 杯 13.2 4.5 5.2 BJL 良 灰 70 
2 皿 (13. 8) 2.2 (5. 8) BJL 良 灰 40 カマド
3 台付甕 (12.0) BGJ 不良 にぶい黄橙 90 カマドNo5• 6 カマド
4 甕 (18. 0) DEJ 普通 にぶい褐 15 カマドNo8 カマド
5 甕 (19.4) DEJL 普通 にぶい赤褐 40 カマドNo3• 6 カマド
6 甕 (19. 0) HT 普通 にぶい褐 20 カマド池7 カマド

第127号住居跡出土土錘観察表

番号I長さ
4.27 

径

1. 44 
孔径

0.70 
重醍 ] : I橙色調 門贋％）IAD区備 考
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第173図 第125号住居跡・出土遺物
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1 褐 色 (10YR4/4) 炭化物粒少

2 暗褐色(lOYRJ/3) 炭化物粒 ・焼土少
3 暗褐色(10YR3/3) 黄褐色土少
4 暗黄褐色 (10YR7/4)

5 褐 色 (10YR4/4) 黄褐色士少

6 黒褐色(10YR2/3) 灰若干

7 黒褐色(10YR2/3) 黄褐色土若干
8 褐 色 (10YR4/6) 焼土・炭化物若干

9 褐 色(10YR4/1) 焼土・炭化物多

10褐色(10YR4/6)

11 黄褐色(10YB5/6)

l :60 
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第174図第127号住口跡
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升 C 63.7• 
- P, 

C' 

` Pl 
1 暗褐色 (IOYR3/3) 

2 灰黄褐色 (IOYR4/2) 

3 にぷい黄褐色(IOYR.5/4)

SB1 P2 

p3 •L.C9< 

B 63.7● B' 

1 にぷい黄橙色(10YR6/4) 焼土若干
2 焼土層
3 明黄褐色 (10YR6/4) 
4 褐色(10YR4/6)

5 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物粒

6 黒褐色 (lOYRZ/3) 

7 暗褐色 (10YR3/3) 
8 にぷい黄褐色(10YR5/3)
9 にぷい黄橙色(10YR6/4)

10 灰黄褐色 (10YR4/2) 

胃 ／／／／―-冒冒ピ疇言
第128号住居跡（第175• 176図）

M-12・13グリッドに位置する。平面は、軸長4.57

mX3.86mの方形を呈し、深さは西壁のみで30cmを測

るが、他は6cm程である。主軸方位は、

を指す。

N-71°-E 

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は115cm

X45cmの楕円形を呈し、床面より僅かに窪んでいる。

2m 
l :60 

貯蔵穴は、南東隅に備わる。径90cmX94cmの円形

で、深さ63cmを測る。

遺物は、土師器坪・高杯・鉢 ・甕．甑・壷、 二
f
f
、

チュア土器、土製勾玉、土錘が出土した。土製勾玉は

長さ2.5cm、孔径2.0~2.5mm、重さ1.66 gでカマドか

ら出土した。

第128号住居跡出土土錘観察表
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1. 55 
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(6.08) 
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ロ
備 考

第128号住居跡出土遺物観察表（第175・176図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 坪 10.5 4.9 BEFL 不良 にぶい橙 95 NQ2 床十 3cm 

2 坪 11. 6 4.9 DJ 不良 橙 100 N叫 カマド

3 杯 12.3 4.6 6. 7 BEJ 不良 にぶい黄橙 100 NQ7 カマド 外面に胎土付着

4 杯 13.8 7.6 BDJ 不良 にぶい黄橙 50 蜘3 床

5 高坪 13.0 10. l 7.2 BEJL 不良 にぶい黄橙 90 NoS カマド

6 商坪 15.0 11. 1 (11. 0) BEJ 不良 にぶい橙 70 Na6 • Na8 • Pl カマド 調整痕不明
7 亜＝ 5.4 ABEJL 普通 にぶい橙 40 Na5 床 内面黒色・刷毛目

8 甕 15.4 BJ L 普通 にぶい橙 70 Nal3 • Nal4 床， 鉢 35.6 14.2 7. 7 BJ 不良 にぶい黄橙 90 Nal7 カマド

10 甑 9.0 EFJL 普通 にぶい橙 70 NolO • 11 カマド

11 甑 25.3 31.5 9.6 BEG 不良 にぶい橙 70 Nnl6 • P 1 カマド

12 ミニチュア 1. 4 2.85 3. 7 BDEJ 不良 にぶい赤褐 95 
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第175図 第128号住居跡・出土遺物（1)
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貯蔵穴

1 褐 色 (10YR4/4) 炭化材含シルト質

2 褐色 (10YR4/4)

3 にぷい黄褐色(10YR4/3) 粘質

B 63.6● 

P, 

B' 

Pl 
1 黒褐色 (IOYR3/2) 黄褐色・灰白色シルト

2 褐色(10YR4/4)

3 にぷい黄褐色(10YR4/3) シルト質
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(10YR4/6) 焼土極多

(10YR4/6) シルト質明黄褐色土少

(10YR5/8) 焼土少

(IOYR5/6) 

口 三 ロ

6褐 色 （10YR4/4) 焼土・明黄褐色土多

7 にぷい黄橙色(10YR6/3) 粘質土

8 褐 色 （10YR4/4) 炭化物・焼土少

9 褐 色 (10YR4/6) 炭化物粒少

10褐色（10YR4/6)
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第176図 第128号住居跡出土遺物 (2)
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第129号住居跡（第177図）

M • N-12グリッドに位置する。第133号住居跡を

切っている。平面は、軸長3.06mX3. 57mの方形を

呈し、深さ14cm程を測る。主軸方位は、 N-35°-E 

を指す。

カマドは、北東壁に設けられている。燃焼部は82

cmX35cmの楕円形を呈し、床面から僅かに窪んでい

る。
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貯蔵穴は、東隅に備わる。径73cmX6lcmの歪んだ

円形で、深さ23cmを測る。

遺物は、土師器杯、須恵器甕、石製模造品が出土し

第177図 第129号住居跡・出土遺物
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l : 4 

た。石製模造品は有孔円板の破片で遺存長2.20cm、同

幅1.42cm、厚さ3.1~3.5mm、重さl.68 gで覆土中か

ら出土した。

．
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B 63.5● 
ー 貯絨穴

B' 

貯蔵穴暗褐色 （10YR3/3) 炭化材・焼士少

1 黒褐色 (10YR3/2) 灰少
2 暗褐色 (10YR3/2) 炭化物粒少

3 にぷい黄褐色（10YR4/3) にぷい黄橙色土少

4 暗褐色 （10YR3/3) 焼土極多

5 疇色 (10YR3/3) 焼土多明黄褐色士少

6 にぷい黄褐色(10YR5/6) 灰少

7 にぷい黄褐色(10YR5/3)

8 黒褐色 (10YR3/2) にぷい黄褐色土多

9 にぷい黄褐色(10YR4/3)
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第129号住居跡出土遺物観察表（第177図）

口2 甕

]3 : I ] : 1底径 1以□§成口：］褐□5(%)INa2言:穴 I 備 考

BL 良 黒褐 Na3 I外面平行叩き内面青海波文

第178図 第132号住居跡・出土遺物
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第132号住居跡（第178図）

K•L-11 グリッドに位置する 。 第91号・第96号

住居跡に切られている。平面は、軸長5.48mX4. 82 

mの方形を呈し、深さ13cm程を測る。主軸方位は、 N

-86°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられているが、第96号住居跡

のカマドによって切られており、規模・構造等は不明

である。

遺物は、土師器杯・甕、土錘が出土した。

第132号住居跡出土遺物観察表（第178図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存(%)1 注記番号 備 考

1 坪 11. 5 2.8 EJ 普通 浅黄橙 95 
2 甕 (12. 4) BHJ 普通 橙 40 B区

3 甕 6.5 ADEL 普通 灰黄褐 100 B区

4 甕 7.6 BEFJL 普通 灰黄褐 40 B区

第132号住居跡出土土錘観察表

番号 1 長さ

7.43 

径

1. 81 
孔径

0.58 

重さ(g)

18.27 [a: I]炎黄色調 「霊％）IB区
備考

第133号住居跡（第179・180図）

M-12グリッドに位置する。第129号住居跡に切ら

れている。平面は、軸長l.70m以上X2.25mの台形

を呈すると推定され、深さ東壁のみで45cm程、他は14

cm程を測る。主軸方位は、 N-47°-Eを指す。

第179図第133号住居跡・カマド

＼ 

0
5
0
6
 
□嗜。

カマドは、北東壁に設けられている。燃焼部は167

cmX 37cmで、床面から僅かに窪んでいる状態である。

煙道部は燃焼部と段差を有し、 19cmを確認できた。

遺物は、土師器杯・椀・甕・壷・甑、須恵器蓋が出

土した。

カマド

＼ 
可

f ／ 

z
 

，
 ̀v 

＼
 

」
●
6

.

C

9

<

 

A 63.9● _A 

1 ' 

2m 
1 : 60 

1 褐色(10YR4/6)

2 焼土層
3 にぷい黄褐色（10YR4/3) 焼土少

4 褐 色 （10YR4/4) 焼土極多

5 黒褐色 (10YR2/3) 焼土少、灰極多

6 褐色(10YR4/4)
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 

2 黒色 (10YR2/l) 灰多

3 にぷい黄橙色 (10YR6/3) 
4 黒色 (10YR2/1) 灰・焼土若干

5 褐灰色 (10YR4/1) 

6 黒褐色 (10YR3/1) にぶい黄橙色土粒子

7 黒褐色 (IOYR.3/1) 
8 黒褐色 (IOYR.3/2) 黄橙色土粒子多
9 煕易色 (10憎3/1) 炭化物粒子若干
10 暗褐色 (IOYR.3/2) 
11 にぷい黄橙色 (IOYRB/4) 

12にぷい黄褐色 (IOYR5/4) 

Im 
1 • 30 
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第180図第133号住居跡出土遺物

ロ口ロロニ
三三口

I 0 

¥ 11  

三／口＼2

13 

ロロ

15 。
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第133号住居跡出土遺物観察表（第180図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 坪 12. 7 4 7 BEJ 普通 にぶい橙 60 内外面赤彩

2 坪 (12. 0) 5.0 BEFJ 普通 橙 55 内外面赤彩底部右方向へのヘラ削り

3 杯 (7. 7) 3.0 (4.5) BDE 普通｀~ ＼ にぶい橙 30 SK45 

4 椀 (11. 3) 8.6 5 4 ABDE 不良 にぶい橙 40 SK45 外面↓方向ヘラ削り底部内面ヘラナデ
・外面一方向ヘラ削り

5 蓋 (12. 2) 4.8 BJ 普通 褐灰 80 池5 床十5cm天井部外面右回転ヘラ削 り

6 蓋 (12.4) 4.8 BJL 普通 灰褐 70 池7 床十 3cm天井部外面右回転ヘラ削 り

7 坪 13.4 6.6 ABE] 不良 橙 50 体部外面下端・底部右回転ヘラ削り

8 甕 (15. 7) BEH J L 普通 灰褐 40 池6 床＋ 10cm， 甕 (17. 6) HJL 不良 にぶい褐 20 カマドNo3 カマド 10と同一個体

10 甕 7.5 HJL 不良 灰褐 30 カマドNa3 カマド 外面↓方向ヘラ削り 9と同一

11 甕 6.5 ABE 普通 橙 100 底部内外面ヘラナデ

12 
空一 (15. 2) AEJ 不良 にぶい橙 60 SK45 

13 甕 8.4 ABJL 普通 にぶい橙 60 

14 甕 16.2 31. 1 6.0 ABJL 普通 にぶい赤褐 90 カマドNn2 カマド

15 甑 (26. 0) 26.6 (8. 0) BEJL 普通 にぶい黄橙 40 カマドNol• SK45 カマド

2.土坑
今回、報告対象となるのは、第1号土坑から第46号

土坑である。第48号住居跡カマド前の遺構を土坑と捉

えていなかったものは14A号土坑として報告する。な

お、第29号・第45号土坑は欠番である。

第1号土坑（第181• 182図）

Q-2グリッドに位置する。平面は78cmX50cmの不

整楕円形で、深さ51cmを測る。主軸方位は、 N-42.5° 

-Eを指す。

遺物は、上層より土師器杯・甑が出土した。2• 3 

の杯は重なった状態で出土した。

第2号土坑（第181図）

M-3グリッドに位置する。平面は95cmX85cmの不

整円形で、深さ19cmを測る。主軸方位は、 N-88°―

Wを指す。

第3号土坑（第181• 182図）

M-4グリッドに位置する。平面は74cmX72cmの円

形で、深さ38cmを測る。主軸方位は、 N-86°-Eを

指す。

遺物は、土師器杯 ・甕 ．甑が出土した。

第4号土坑（第181• 182図）

M-5グリッドに位置する。平面は6lcmX57cmの円

形で、深さ33cmを測る。主軸方位は、 N-8°-Wを

指す。

遺物は、土師器甕が、覆土上層より出土した。

第5号土坑（第181図）

N-5グリッドに位置する。平面は116cmX80cmの

楕円形で、深さ20cmを測る。主軸方位は、 N-13°―

Eを指す。

第6号土坑（第181図）

N-5グリ ッドに位置する。平面は93cmX72cmの不

整楕円形で、西側はテラス状を呈し東側は7lcmX55cm 

の隅丸方形で深さ57cmを測る。主軸方位はN-84°―

Wを指す。

第7号土坑（第181• 182図）

N-4グリッドに位置する。平面は56cmX43cmの不

整楕円形で、深さ30cmを測る。主軸方位は、 N-53°

-Wを指す。

遺物は、鉄製品で小刀の茎と刃部の一部で、重さ

44. 40 gである。覆土中位から出土した。

第8号土坑（第183図）

0-5グリッドに位置する。平面は7lcmX62cmのほ

ぽ円形で、深さ 23cmを測る。主軸方位は、 N-90°—

Eを指す。
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第181図土坑 (1)

SK1 

／ 
SK2 ー SK 3 

口
ー

63.9● 

93.,. 63.2重

SKl 
1 褐色土 (10YR4/4) 灰色シルト

2 暗褐色シルト (10YR3/4) 

3 にぷい黄褐色シルト (10YR5/4) 炭化物

4 にぷい黄褐色シルト (lOYRS/3) 

SK 4 

I-

63.3• 63.6● 

SK4 
1 褐色 (10YR4/4) 焼土微

2 褐色 （10YR3/4) 焼土多、灰若干

3 にぷい黄褐色 (10YR5/4) 

4 黄褐色シルト (10YR5/6) 

量
SK2 
1 躙色土 (10YR3/4) 焼土・炭灰極多やや砂質

2 暗褐色シルト (10YR3/4) 焼土・炭化材若干

3 明黄褐色シルト(10YR6/6)
4 褐色土 (10YR4/6) 

/ ; 3 :、

SK5 
1 嘲易色 (IOYR3/4) 炭化物極多
2 黄褐色 (IOYR5/6) 炭化物微、砂質

3 褐色 (IOYR4/4) 炭化物極多

SK3 
1 黄褐色シルト (10YR5/6) 

2 暗褐色シルト (10YR2/1) 

3 黄橙色シルト (10YR7/8) 

4 疇色砂 (10YR2/3) 

SK6 

63.7● 

s:0¥ 

SK6 
1 褐色 (10YR4/6) 砂質、絞まり強い

2 暗褐色 （IOYR3/4) 砂質、絞まり強い

3 褐色 （10YR4/4) 砂質、絞まり強い

4 疇色（10YR3/3) 輝、灰色シルト多、絞まり強い
5 黒褐色砂（!OYR3/2) 灰色シルト・炭化物若干、絞まり強い

6 にぷい黄褐色砂（10YR5/4) 絞まり強い

63.71 

SK7 
1 褐色土 (10YR4/4) 明黄褐色士
2 疇色シルト(10YR3/4) 明畑色

3 黒褐色砂 (IOYR3/2) 灰色シルト・炭化物若干
1 m 
9:3 
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第182図土坑出土遺物(1)

SK 1 

ロローロニ
SK3 

｀ 三
口

SK4 

＼
 

,‘
 

（

．

＼

 

7

/

¥
 ＼
＼
 

「

＼/
¥

¥
 

-_J¥ 
10cm 
1 : 4 

SK7 

口
□日
＞ 0 3cm 

| l l l 1 : 2 
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第1号土坑出土遺物観察表（第182図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 I 備 考
1 杯 10. 4 6.4 6.2 AEJL 普通 橙 100 NQ2 13の上
2 埒 12.2 5.8 AEJL 不良 橙 100 N叫
3 杯 12. 1 5.3 ADJ 不良 橙 90 Na3 11の下
4 甑 (8. 6) ADJL 不良 にぶい黄橙 40 No4 

第3号土坑出土遺物観察表（第182図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 坪 (13. 0) 4.2 AJL 普通 褐 15 No4 
2 椀 17.0 7. 1 BEJL 普通 橙 90 Nal7 坑底

3 甑 (17. 0) 14. 1 4. 1 BJ 普通 にぶい橙 50 No3 孔径2.8cm 
4 甕 5.8 ABL 不良 にぶい橙 60 NQl 
5 甕 4.2 AJL 不良 にぶい褐 100 Nol4 坑底

第4号土坑出土遺物観察表（第182図）

：：器：種 1：：：笠I器高1底怪I:[i土［ほ：：成［］［こ I残了~( %) |Nal1王品番号 備 考

第9号土坑（第183• 185図）

P-3グリッドに位置する。平面は75cmX67cmのほ

ぽ円形で、深さ48cmを測る。主軸方位は、 N-67°―

Wを指す。

遺物は、土師器甕とミニチュア土器が覆土上位から

出土した。

第10号土坑（第183図）

R-4グリ ッドに位置する。第35号住居跡を切って

いる。平面は140cmX122cmの円形で、深さ58cmを測

る。主軸方位は、 N-87°-Wを指す。

第11号土坑（第183・185図）

0-4グリッドに位置する。第12号土坑に切られて

いるが、第11号・第12号土坑が埋没した後、第1層部

分が掘られている。平面は97cmX84cmの円形で、深さ

37cmを測る。主軸方位は、 N-23°-Eを指す。

遺物は、棒状の鉄製品で、断面形は円形もしくは楕

円形を呈し、重さは21.37 gである。第1層から出土

した。

第12号土坑（第183図）

0-4グリッドに位置する。第11号・第13号土坑を

切っている。平面は38cm以上X87cmの楕円形と推定で

き、深さ23cmを測る。主軸方位は、 N-35°-Wを指す。

第13号土坑（第183図）

O-4グリッドに位置する。第12号土坑に切られて

いる。平面は65cmX58cmの円形で、深さ 7cmを測る。

主軸方位は、 N-65°-Eを指す。

第14号土坑（第183・185図）

N-6グリッドに位置する。第52号住居跡・第4号

性格不明遺構を切っている。平面は169cmX158cmの円

形で、深さ53cmを測る。主軸方位は、 N-46°-Wを

指す。

遺物は、土師器甕口縁部が、確認面から出土した。

第12号土坑出土土錘観察表

番号I長さ
3.54 

径

1. 84 
孔径

0.50 
重さ(g)

9.99 分B類 1にふ巴黄： I残了0(%)
備 考
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第183図土坑 (2)

SK 8 SK 9 

i
l
r
l
↑
 

SK10 

63.8, 63... 

SK8 

1 褐色砂質土 (1DYR4/4) 

2 疇色爾吐 (10YR3/4)

3 黄褐色砂質土 (lOYRS/6) 

SK9 

1 暗黄褐色シルト (10YR3/4) 

2 暗黄褐色シルト (10YR3/4) 明黄褐色土粒多

3 にぶい褐色 (10YR5/4) 

4 疇色 (10YR3/3) 炭似オ

5 にぷい橙色シルト(10YR6/4)

6 にぷい橙色シルト(10YR7/4)

ロ
SK13 

SK12 

ヽ

SK 11 

93.8・ 

64.2 

SK!O 

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4) 土器片若干、絞まり強い

2 褐色砂質土 (10YR4/4) 黄褐色プロック、絞まり強い

3 暗褐色砂質土 (10YR4/4) 灰色シルト、絞まり強い

4 暗褐色砂質土 (10YR3/4) 炭化物、絞まり強い

5 黄褐色砂質土 (10YR5/6) 

SK 14 

63.8● 

S Kll • 12 • 13 
1 黒褐色シルト (10YR2/2) 

2 暗褐色シルト (10YR3/3) 

3 褐色シルト (10YR4/4) 灰白色シルト若干

4 褐色シルト (10YR4/4) 明黄褐色土若干

5 にぷい黄褐色 （10YR4/3) 明黄褐色土若干

6 にぷい黄褐色 (10YR5/4) 

SK14 

1 暗褐色シルト (IOYR4/3) 

2 暗褐色土 (10YR3/4) 黄褐色土微粒子

3 黄橙色シルト (IOYBB/8) 暗褐色土・灰白色シルト若干

4 褐色シルト (10YR4/4) 黄橙色士多

5 褐色シルト (10YR4/4) にぷい黄橙色シルト

6 黄褐色シルト (!OYRS/6) やや粗粒

7 褐色シルト (10YR4/4) 灰白色シルトプロック

8 明黄褐色シルト(IOYR6/6) 灰白色シルト若干

9 黄褐色シルト (IOYR5/6) 

10 褐色シルト (10YR4/4) 
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第184図 土坑 (3)

SK 14 A SK 15 SK I 6 

＼ 

63.9● 

SK14A 
1 暗茶褐色 (1011¥4/4) 焼土 ・炭化物やや多、灰褐色土・

黄褐色土少

2 暗褐色 （10YR3/4) 焼土・炭化物・黄褐色土やや多

3 茶褐色 （10YR5/4) 焼土・炭化物少、黄褐色土やや多

4 暗茶褐色 （10YR4/4) 灰褐色土 ・黄褐色土少

ー

63. 5• 

SK15 
1 にぷい橙色 (10YR6/4) 

2 暗褐色 (10YR3/3) 明黄褐色土粒子多、焼土若干

3 黒褐色 (10YR3/2) 焼土粒子・カーポン粒子多

4 褐色 （10YR4/4) 焼土若干
5 にぷい褐色シルト(10YR5/4)

63.7● 

SK16 

1 明黄褐色土 (IOYR6/6) 

2 褐色シルト (IOYR4/4) 

3 暗褐色シルト(10YR3/3) カーポン粒子・焼土粒子若干
4 にぷい黄褐色士(IOYR5/4)

SK 17 

63.6● 

SK 19 SK20 

l
_
¥

+

l

 

64.o. 

0-6G 
p3 

SK17 
1 暗褐色 (lOYR.'l/4) 

2 明黄褐色シルト (10YR7/6)

3 褐色 (10YR4/4) 

4 暗褐色シルト (lOYR.'l/4) 

5 明黄褐色シルト(10YR7/6)

6 褐色シルト (10YR4/6) 
7 黄褐色シルト (1OYR5/8) 

炭化材多

暗褐色土の混合土

明黄褐色プロック

焼土 ・炭化材 ・明黄褐色土

SK19 
1 にぷい黄褐色 (lOYRS/4) 明黄褐色シルト多・焼土若干

2 褐色 (10YR4/4) 絞まり強い

SKZO 
1 にぷい黄褐色 （10YR5/4) 明黄褐色土粒子多

2 褐色シルト (10YR4/6) 焼土粒子若干

3 褐色 （10YR4/4) 絞まり強い

4 黄橙色シルト (10YR7/8) 

SK21 
1 暗褐色 (!OYR3/4) 
2 明黄褐色シルト(!OYR6/6)

Im 
1:30 
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第185図土坑出土遺物 (2)
SK9 SKI I 

／
）
 
三
／／へ`, --

／ ／ 

三

゜
SK 14 

▽-□□ —- 9 

10cm 
l : 4 

SK 15 

口
＼ 

三
゜
゜

0 3cm 

l l l | 1 2 

SK 14 A 

ロコニ／
SK16 

三

0 2cm 
| l l 1. 1 

10cm 
1 : 4 

第9号土坑出土遺物観察表（第185図）

番；］：：：昔I口4: I : 8;,i:j I雰fI[![ L土 ］］：成［［：い：I残了］％）］中；王品番号 備考

上層 外面ヘラナデ内面横ナデ

中層

土坑出土遺物観察表（第185図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

14 甕 (21. 8) BDI 普通 橙 10 確認面

14 A 坪 13.2 4.0 7.1 B I J 良 にぶい黄橙 70 SJ48カマドNo1 床酸化焔焼成

15 杯 (13. O) 3. 7 7.0 AL 普通 灰 45 NQl 床十6cm 底部右回転糸切り

口縁部内外面のみ灰白色

16 杯 11. 4 3.8 ABDJL 普通 にぶい橙 90 Nul • 2 • 7 • 11 床

第14A号土坑（第184• 185図）

N-6グリッドに位置する。第41号住居跡と第48号

住居跡のカマド・第4号性格不明遺構を切っている。

平面は137cmX105cmの不整形で、深さ14cmを測る。主

軸方位は、 N-35°-Eを指す。

遺物は、須恵器杯が床面から僅かに浮いて出土し

た。

第15号土坑（第184• 185図）

L-8グリッドに位置する。平面は85cmX50cmの楕

円形で、深さ20cmを測る。主軸方位は、 N-68°-E

を指す。遺物は、須恵器杯が出土した。
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第16号土坑（第184• 185図）

M-8グリッドに位置する。平面は89cmX70cmの不

整円形で、深さ 36cmを測る。主軸方位は、 N-12°—

Wを指す。遺物は、土師器杯が出土した。

第17号土坑（第184図）

0-6グリッドに位置する。第56号住居跡のカマド

に切られている。平面は166cmX65cmの楕円形で、深

さ15cmを測る。主軸方位は、 N-26°-Eを指す。

第18号土坑

0-5グリッドに位置する。第8号住居跡の下にあ

り、第56号住居跡を切っている。平面は80cmX76cm

の円形で、深さ17cmを測る。主軸方位は、 N-28°-

Wを指す。

第19号土坑（第184図）

P-6グリッドに位置する。第46号住居跡を切り、

第20号土坑に切られている。平面は82cmX82cmの円

形で、深さ18cmを測る。

第20号土坑（第184図）

P-6グリッドに位置する。第46号住居跡・第19号

土坑を切っている。平面は93cmX77cmの楕円形で、深

さ22cmを測る。主軸方位は、 N-13°-Wを指す。

第21号土坑（第184図）

P-6グリッドに位置する。第46号住居跡を切って

いる。平面は83cmX7lcmの楕円形で、深さ10cmを測

る。主軸方位は、 N-50°-Wを指す。

第22号土坑（第186• 187図）

J -10グリッドに位置する。平面は133cmX122cm 

のT字形で、深さ 6cmを測る。主軸方位は、 N-75°

-Eを指す。

遺物は、土師器杯・鉢が出土した。

第17号土坑出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)
3.20 1. 83 0.48 10.44 

第24号土坑出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)
6. 74 1. 86 0.44 13.37 

第23号土坑

N-6グリッドに位置する。第52号住居跡に切られ

ている。平面は77cmX60cm以上の円形で、深さ 6cmを

測る。主軸方位は、 N-39°-Wを指す。

第24号土坑（第191図）

L-9グリッドに位置する。平面は286cmX132cm 

の隅丸長方形で、深さ23cmを測る。主軸方位は、 N-

65°-Eを指す。

第25号土坑（第186図）

L-9グリッドに位置する。平面は108cmX8lcmの

隅丸長方形で、深さ15~21cmを測る。主軸方位は、 N

-69°-wを指す。

第26号土坑（第186図）

0-6グリッドに位置する。第7号住居跡の下にあ

り、北端が0-6グリッド内ピット 5に切られてい

る。平面はlOlcmX110cmの円形で、深さ 9cmを測る。

第27号土坑（第186• 187図）

0-5グリッドに位置する。平面はlOOcmX68cmの

楕円形で、深さ18cmを測る。主軸方位は、 N-85°―

Eを指す。

遺物は、土坑西端部に集中し、土師器杯・椀・高

杯・甕・壷が出土した。椀（1)は坑底に伏せた状態

で出土し、その上に高杯（5)も伏せた状態で出土し

た。

第28号土坑（第195図）

P-6グリッドに位置する。第12号住居跡の下にあ

り、北部が第5号性格不明遺構と重複している。平面

は85cm以上X77cmの楕円形と推定され、深さ10cmを

測る。主軸方位は、 N-20°-Wを指す。

分類 色調 残存(%)| 備 考
Ba にぶい橙 40 

分類 色調 残存(%)| 備 考
Barn 灰褐 100 
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第186図土坑 (4) SK25 

SK22 

63.6● 

62.3• 

冒
SK 26 

63.8• 

冒

SK22 

1 疇色 (10四／2) 地山砂少・焼土・炭僅か
2 暗褐色 (IOYR3/3) 地山砂多く炭僅か
3 褐色 (IOYR4/4) 地山砂多

SK26 

1 にぷい黄橙色シルト(10YR6/4) 炭化物粒子若干
2 にぷい黄橙色シルト(lOYRS/4)
3 黄褐色シルト (10YR5/6) 
4 黄褐色シルト (lOYRS/8) 
5 黄褐色シルト (10YR5/6) 

6 黄褐色 (lOYRS/6) 炭化物粒子若干

SK25 
1 にぷい黄褐色(IOYR4/3) 地山士少、焼土・炭僅か
2 にぷい黄褐色(IOYR4/3) 地山士やや多、焼土・炭僅か

SK27 

＼
 

。
63.7, 

SK27 

1 にぷい黄褐色(10YR5/4) 黄橙色シルト
2 褐色シルト (10YR4/4) 灰白色シルト多
3 褐色シルト (10YR4/4) 絞まりなし
4 褐色 (10YR4/4) 
5 褐色シルト (10YR4/4) 絞まり強い

93.8• 

SK30 • 31 
1 麟色 (!OYR3/3) 焼士・炭化物多、灰褐色士 ・黄褐色土僅か
2 茶易色 (!OYR6/6) 黄褐色土・灰褐色土やや多
3 暗茶褐色 (!OYR4/4) 焼土 ・炭化物やや多く、灰褐色土少
4 暗茶褐色 (!OYR4/4) 焼土・炭化物・黄褐色土少
5 暗褐色 (!OYR3/4) 焼土・炭化物少

6 疇色 (!OYR3/3) 焼土・炭化物・黄褐色土少
7 茶色 (IOYR5/6) 焼土 ・炭化物少、灰褐色土・黄褐色土やや多
8 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土 ・炭化物少、黄褐色土やや多
9 暗黄褐色 (IOYR6/8) 焼土・炭化物少塁、暗褐色土多
10 茶褐色 (!OYR5/6) 焼土・炭化物・黄褐色土少
11 暗茶褐色 (10YR4/6) 焼土・炭化物少量、黄褐色土やや多
12 暗黄褐色 (10YR6/8) 焼土・炭化物わずか、暗褐色土やや多
13 暗茶褐色 (IOYR4/6) 焼土 ・炭化物・灰褐色土・黄褐色土少
14 暗黄褐色 (10YR6/8) 暗褐色土やや多
15 暗黄褐色 (10YR7/8) 茶褐色土少

Im 
1 : 30 
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第187図土坑出土遺物 (3)

SK 22 

□ 1 

SK27 

口

SK 32 SK 38 

0 
OI] 

゜
2cm 
1 9 1 

SK 34 

＼ 口

こ 三

‘~ 、一
＼ ／ 

汗

—_ / 

SK 40 

、＇
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第22号土坑出土遺物観察表（第187図）

:I器；種1:: : I : : 1 底径〖］ ［土］］：成［：し：［褐「臼%)I:：：1:：：号に十 4cm 備
第27号土坑出土遺物観察表（第187図）

考

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 椀 11. 4 5. 7 5.8 ABJL 普通 にぶい橙 75 NQ22 坑底

2 坪 12.4 5.0 ABJL 普通 明赤褐 95 NQ5 
3 杯 (15. 0) 5.0 ADEJL 普通 にぶい赤褐 30 Nol3 
4 高杯 (16. 0) 10. 1 11. 6 ABDJ 普通 にぶい橙 60 Nal6 内外面赤彩

5 高杯 (20.2) 12.5 (15. 0) AJL 普通 橙 85 Nal8~Na21 坑底 内外面赤彩
6 高杯 23. 6 16.2 19.3 AJL 普通 にぶい赤褐 70 Nol 7 • Nal9 内外面赤彩
7 甕 (18. 0) ABEJL 普通 にぶい橙 10 No7 
8 甕 7.8 ABEJL 普通 にぶい橙 100 Nn8 

土坑出土遺物観察表（第187図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

34 台付甕 ADEG 普通 橙 40 NQ1 •NQ3 坑底

38 坪 (12.1) 4.0 (5.0) BCDGH 不良 にぶい黄橙 30 底部調整不明

40 蓋 12.5 3.3 B 良 灰 98 Na2 天井部外周ヘラ削 り中央手持ち勺削 り

第39号土坑出土遺物観察表（第187図）

番号I器種 口径 器商 底径 胎土 焼成 色調 残存(%)| 注記番号 | 備 考

杯 (13. 6) 5.3 BJ L 普通 灰黄褐 30 
2 I 杯 (12. 4) 5.0 BDJL 普通 暗灰黄 80 

第30号土坑（第186図）

N-7 • 8グリッドに位置する。第73号住居跡・第

32号土坑を切っている。平面は74cmX74cmの不整形

で、深さ40cmを測る。主軸方位は、 N-15°-Eを指す。

第31号土坑（第186図）

N-7•8 グリッドに位置する 。 第 73 号住居跡を

切っている。平面は90cmX60cmの不整楕円形で、深さ

41~59cmを測る。主軸方位は、 N-13°-Eを指す。

第32号土坑（第187図）

N-7グリッドに位置する。第73号住居跡・第33号

土坑を切り、第30号土坑に切られている。平面は87

cmX65cmの楕円形で、深さ17cmを測る。主軸方位は、

N-27°-Eを指す。遺物は、臼玉が出土した。

第33号土坑（第188図）

N-7グリッドに位置する。第73号住居跡を切り、

第32号土坑に切られている。平面は88cmX80cmの円

形で、深さ42cmを測る。

第36号土坑出土土錘観察表

第34号土坑（第187• 191図）

P-6グリッドに位置する。第7号・第19号住居跡

の下にある。平面は289cmX87cmの隅丸長方形で、深

さ6~12cmを測る。主軸方位は、 N-33°-Wを指す。

遺物は、台付甕の脚台部と体部の接合部が出土し

た。

第35号土坑（第188図）

N-8グリッドに位置する。平面は95cmX50cmの楕

円形で、深さ22cmを測る。主軸方位は、 N-70°-E 

を指す。

第36号土坑（第188図）

L-10グリッドに位置する。第87号住居跡を切って

いる。平面は93cmX94cmのほぽ円形で、深さ73cmを

測る。

第37号土坑（第191図）

K-10グリッドに位置する。東側は第38号土坑と溝

状の遺構で繋がっている。平面は3.23cmX 1. 10cmの

楕円形で、深さ25cmを測る。主軸方位は、 N-66°―

番号 1 長さ

2.61 
径

1. 34 
孔径

0.46 
重贅） ] : Iにふ畠調 □90(%) 備 考
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第188図土坑 (5)

SK33 SK 35 

63.8● 

S K32 • 33 
1 暗茶褐色（IOYR4/4) 焼土・炭化物・灰褐色土少
2 暗茶褐色(IOYRS/3) 焼土・炭化物少、灰褐色土やや多
3 暗爵易色(IOYR6/6) 茶褐色土やや多
4 暗黄褐色(10憧6/8) 黄褐色土少
5 暗茶褐色 (IOYR5/4) 焼土・炭化物極僅か、灰褐色土やや多

6 黄褐色(IOYR7/6) 茶褐色土・灰褐色土少
7 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土・炭化物少、黄褐色土やや多

8 暗黄褐色(10¥'116/6) 茶褐色土やや多

9 茶褐色 (IOYRS/6) 黄褐色土少
10褐 色 (IOYR4/4) 黄褐色土少

SK40 ー

゜
64.0, 

63.8• 

SK36 

SK35 
1 褐色 (10YR4/6) 焼土多く炭灰若干
2 暗褐色 (10YR3/4) 炭化材微

＠
 

ー

63.7● 

SK36 
1 暗褐色 （10YR3/4) 炭化物・地山プロック
2 褐色 (10YR4/4) 炭化物・地山プロック、やや砂質
3 暗褐色 (10YR3/4) 地山プロック多•砂質
4 褐灰色 (10YR4/1) 地山プロック・灰白粘土、粘性あり

SK42 SK43 

□-
63.8● 

SK42 
1 暗褐色(IOYR4/4)焼土・炭化物粒子

2 褐色 (IOYR4/6) 
3 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)
4 にぶい黄褐色(IOYRS/4)

63.9, 

SK43 
1 褐色 (10YR4/4)灰白色粘土多
2 褐色 (10YR4/4)灰白色粘土若干
3 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 

4 黄褐色(10YR5/6)
5 暗褐色(10湘3/3)
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Eを指す。

第38号土坑（第187• 191図）

K-11グリッドに位置する。平面は103cmX73cmの

楕円形で、深さ 13cmを測る 。 主軸方位は、 N-70°—

Eを指す。

遺物は、土師質系の杯が出土した。

第39号土坑（第187• 191図）

L-11グリッドに位置する。第89号住居跡を切って

いる。平面は_540cmX145cmの隅丸長方形で、深さ28cm

を測る。主軸方位は、 N-82°-Wを指す。

遺物は、土師器杯と臼玉が出土した。臼玉は、径9.0

~10. 3mm、厚さ5.4~5.8mm、孔径2.7mm、重さ0.88

gで、北壁際の確認面から8cmの深さで出土した。

第40号土坑（第187• 188図）

0-10グリッドに位置する。北は第80号住居跡に切

られ、南は調査区外となっている。東西150cm、深さ

20cmを測る。

遺物は、須恵器杯蓋が覆土中位から出土した。

第41号土坑（第191図）

L-11グリッドに位置する。第94号住居跡を切って

いる。平面は258cmX95cmの隅丸長方形で、深さ65cm

を測る。主軸方位は、 N-58°-Eを指す。

第42号土坑（第188図）

M-11グリッドに位置する。平面は75cmX65cmの

円形で、深さ29cmを測る。主軸方位は、 N-2°-E

を指す。

第43号土坑（第188図）

M-11グリッドに位置する。平面は89cmX65cmの

楕円形で、深さ 8~13cmを測る。主軸方位は、 N-68°

-Eを指す。

第44号土坑（第189• 190図）

0-10グリッドに位置する。第95号住居跡を切って

いる。平面は105cmX88cmの隅丸三角形で、深さ27cm

を測る。主軸方位は、 N-40°-Eを指す。

遺物は、土師器杯・甕が出土した。

第46号土坑（第189• 190図

N-12グリッドに位置する。第129号住居跡を切っ

ている。平面は68cmX50cmの方形で、深さ40cmを測

る。主軸方位は、 N-52°-Wを指す。

遺物は、土師器坪．甑が出土した。

第189図土坑 (6)

SK44 SK46 

63,9・ 

瓢□三一
SK44 
1 にぷい黄橙色土(IOYR7/3) 粘質土

2 褐色 (IOYR4/4) 粘質土

3 褐色 (IOYR4/4) 炭化物、粘質土

＼
 

93,5• 

Im 
1 :30 
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第190図土坑出土遺物 (4)

SK44 

口

ロ

SK46 ^¥  
—|—== = 

｀
 

~
 -_--―――̀ 
--~‘ 

―̀ 

三
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第191図 土坑(7)

SK24 

ー
SK34 

63．如

63.6● 

SK41 

SK24 

1 灰黄褐色(IOYR4/2) 炭化物を極多、地山砂少

2 灰黄褐色（IOYR4/2) 焼土僅か、地山砂少

3 褐灰色 (IOYR4/l) 地山砂少

ー 63.7● 

｀
 

63.6● 

胃

SK39 

A
 

A
 

SK41 

1 黒褐色 (10YR3/2) 地山プロック・褐灰色粘質土プロック・

炭化物粒多、

粘性ややあり

2 黒褐色(10YR3/2) 地山プロック ・褐灰色粘質土プロック・

炭化物粒多、やや砂質

3 褐色 (10YR4/4) 地山プロック ・炭化物、やや砂質

SK37 • 38 

1 黒褐色 (IOYR3/1) 焼土粒子・炭化物 ・粘性ややあり

2 暗褐色 (IOYR3/3) 白色微粒子 ・地山プロック、粘質

3 褐色 (IOYR4/6) 地山プロック多、やや砂質

8
 

犀
・c
g

e
 

A 63.7● 
A' 

SK39 

1 黒褐色 (10YR3/l) 地山プロック・灰黄褐色粘土プロック多、

焼土粒子プロック ・炭化物、やや粘性

2 褐色 （10YR4/6) 地山プロック・粘土粒多、やや粘性

3 黒褐色 (10YR3/1) 地山プロック・砂質

4 暗褐色 (10YR3/4) 地山プロック、やや粘性

lm 
1 30 
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第44号土坑出土遺物観察表（第190図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 (12.8) 4.7 K 普通 にぶい橙 60 

2 甕 (15. 2) DEJL 普通 にぶい橙 20 Na3 整形不明

3 甕 (21. 6) BDEJ 普通 橙 35 Nal2 • 13 • 14 床＋ 5cm 器面荒れ整形不明瞭
• SJ103Na3 

4 甕 18. 5 27.0 7.0 DEJL 普通 褐灰 90 Nol • No6 • No7 床十 9cm 内面木口状工具ナデ
5 甕 16.8 26.6 (9. 3) J L 普通 にぶい橙 70 No8 ・No9 床十 7cm 内面横・縦ナデ

6 甕 8.5 BL 普通 にぶい橙 60 NolO 床十 7cm 内面ヘラナデ・櫛状工具

第46号土坑出土遺物観察表（第190図）

番号l器種
杯

2 I 甑
□2 : I ] : I : : I::［土白成に色調「□I:::1王品番号 備 考

3.性格不明遺構
今回報告対象となる性格不明遺構は、第1号から第

10号で、住居跡として捉えていた第63号住居跡は住居

跡ではなく、第lOA号性格不明遺構として報告する。

第1号性格不明遺構（第192図）

N•0-7 グリッドに位置する。第 2 1 号住居跡を

切っている。平面は、 3.63mX4. 50~3.10mの不整

台形で、深さ18cmを測る。主軸方位は、 N-17°-W

を指す。

遺物は、土師器甕、陶器高台付椀と鉄製品が出土し

た。 3の鉄製品は絞具で37.99 gで床より 10cmほど浮

いた状態で出土した。 4はL字状の棒状鉄器で5.89 g 

である。

第2号性格不明遺構（第193図）

L-6グリッドに位置する。北側は調査区域外と

なっている。平面は、 2.60 m X 1. 50 m以上で西側一

部が突出しており、深さ10cm程を測る。主軸方位は、

N-63°-Eを指す。

遺物は、土師器甕が西側突出部で僅かに浮いた状態

で出土した。

第3号性格不明遺構（第193図）

L-6グリッドに位置する。北側は調査区域外と

なっている。平面は、 3.OmXl. 7m以上の楕円形と推

定され、深さ10cm程を測る。主軸方位は、 N-90°―

Eを指す。

第4号性格不明遺構（第194図）

N・0-6グリッドに位置する。第22号・第41号住

居跡、第14号・第14A号土坑に切られ、第52号住居

跡を切っている。平面は、 3.73mX3.06mの平行四

辺形で、深さ10cm程を測る。主軸方位は、 N-5°― 

Wを指す。

遺物は、土師器杯・甕、土玉が出土した。土玉（6)

は、径9.4~10.3mm、高さ9.1mm、孔径2.6mm、重さ

0. 96 gで、床から 7cm浮いた状態で出土した。

第5号性格不明遺構（第195図）

0-6グリッドに位置する。第7号住居跡の下にあ

り、第47号住居跡・第28号土坑と切り合っている。

3. 50mX 1. 93mの不整形で、深さ15cmを測る。

遺物は、土師器杯・壷が出土した。

第1号性格不明遺構出土土錘観察表

番号I長さ 径 孔径

4.48 1. 46 0.54 
重贅） □: 1橙色調門誓％）IA区 備 考
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第192図 第1号性格不明遺構・出土遺物
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冒

- __J(1ロニ／

第1号性格不明遺構出土遺物観察表（第192図）

10cm 
1 :4 

~i 

g ° 

:1 

ロ

1 褐色 (10YR4/4) 灰白色砂粒・炭化材多、

黄褐色土若干

2 褐色 (10YR4/4) 黄褐色土多

3 褐色 (10YR4/4) 炭化物粒子微

4 褐色 (10YR4/4) 炭化材極多

5 にぷい黄褐色（10YR5/4) 灰白色シルト

6 明黄褐色 (10YB6/6) 

7 褐色シルト (10YR4/4) 黄褐色シルト多

8 にぷい黄褐色（10YR4/3) 灰白色砂粒子極多

2m 
1:60 

ヽ

」4-D
0 3cm 
l l l l I • 2 

,器：種1]iり1器商1: ; [:` G] 旧：通成 I:;:：［橙|残:~(% ) I：ど"戸 I::;;9::i:)褐：
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第193図 第2・3号性格不明遺構

sx 2 

ー ロE

63.1● 

9//--/̀ ’̀ '//̀/ 

2m 
I :60 

10cm 
1 : 4 

SX3 

SX3 
1 暗褐色シルト (10YR3/3) 
2 黄褐色 (10YR5/6) 

2m 
1:60 

第2号性格不明遺構出土遺物観察表（第193図）

番号I器甕種 1口1悶I呼8: I空91B］土 ］［勇成□ぷ：褐調 1残：0(％)I蜘l（王記番号 備 考
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第194図 第4号性格不明遺構・出土遺物

~i "'I 

B 

SJ 22 

o I 

8 64,0● 

SK 14 A 

B-

冑/／/／/／/／/／/／//4 —一□言

g
.

H

9

<

 

C 63.7• C 063.7• D 

冒皇
Pl 

1 褐色シルト (IOYR4/4) 黄橙色シルト多

2 にぷい黄褐色シルト (IOYR5/4) 

0 3 黄褐色シルト (IOYR5/6) 炭化物粒子微

P2 
1 黄褐色シルト (IOYR5/6) 

2 褐色シルト (IOYR4/6) 灰白色シルト若干

1 暗茶褐色 (IOYR4/4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土多

2 褐色 (10YR5/6) 暗褐色土やや多、焼士・炭化物僅か

3 灰褐色 (10YR7/3) 暗褐色土少、やや粘質

4 暗黄褐色 (10YR6/8) 暗茶褐色土少

5 暗茶褐色 （IOYR4/4) 焼土・炭化物・灰褐色土少

6 暗茶褐色 (10YR4/4) 黄褐色士やや多

7 暗褐色 （IOYR4/3) 灰褐色土少

8 褐色 (10YR5/6) 焼土・炭化物少、黄褐色土やや多

2m 
1 : 60 

ミ こ □三□三

□ 4□□ □5 
0
ロ

10cm O 2cm 
1 : 4 | l _ l 1 : I 

第4号性格不明遺構出土遺物観察表（第194図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 (12. 0) 3.4 DE 不良 橙 30 No5 

2 杯 12.5 4.3 D 良 橙 100 NQ2 内面黒色

3 杯 (14. 5) 3. 7 B I 普通 にぶい黄橙 60 蜘3

4 甕 (13. 2) BGL 普通 橙 20 勘4

5 甕 (19. 8) BDGL 普通 にぶい橙 15 

第5号性格不明遺構出土遺物観察表（第195図）

番号I器種
杯

2 I 壷

口径 I器高 1底径

(12. 6) 

(19. 2) 

喜土 1：良成 1二、：橙 1残[5(%)

BGJL 普通橙 15 

注記番号 備 考
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第195図第5・6号性格不明遺構

SX5 

SX5 • SK28 
1 にぷい黄橙色シルト (lOYRS/4) 
2 灰層
3 黄褐色シルト

4 黄褐色シルト

5 褐色シルト
6 褐色シルト

(10YR5/6) 
(10YR5/8) 

(10YR4/6) 焼上多
(10YR4/6) 焼土・炭化物若干

・°・マ
9

64.0, 

冒
2m 
1 :60 

＼ 口／1

sx 6 

o

l
 

B 

B 64.0, 

P, 

8' 

．
 

二 ・・2

，
 

•V 

c 63.8• 

SX6 

1 褐色シルト (10YR4/4) 炭化材若干
2 褐色シルト (10YR4/4) 明黄褐色土若干
3 黒褐色土灰層(10YR2/2) 焼土若干
4 黄褐色シルト(10YR5/6) 焼土粒・炭化物微
5 にぷい黄褐色(10YR4/3) 灰若干
6 焼土
7 褐色シルト (!OYR4/4) 灰・焼土多
8 にぷい黄褐色シルト(10YR6/4) 灰 ・焼土若干

P, 

C' 

10cm 
1 9 4 

D 63.8● D
-p2 p1 

●
0
"
>
9
 
V
 

B' 

1 にぷい黄褐色(IOYRS/4) 灰若干
2 暗褐色 （IOYR3/3) 灰極多
3 黄橙色シルト(IOYR7/8)
4 にぶい黄褐色シルト(IOYR5/4) 灰若干
5 にぷい黄褐色(IOYR5/4) 焼土塊多
6 明黄褐色 (IOYR6/6) 白色微粒子・灰若干
7 暗褐色 (IOYR3/3) 白色微粒子多、灰若干
8 褐色 (IOYR4/4) 
9 暗褐色灰層 （IOYR3/3) 

2m 
l :60 
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第6号性格不明遺構（第195図）

0-7グリッドに位置する。第66号住居跡を切って

いる。平面は、 3.03mX2. 05mの不整楕円形で、深

さ13cmを測る。主軸方位は、 N-31°-Wを指す。

第7号性格不明遺構（第196図）

L • M-10グリッドに位置する。第70号 ・第82号

住居跡を切っている。4.30mX3. 72mの長方形で、深

さ17cm程を測る。主軸方位は、 N-14°-Wを指す。

遺物は、土師器杯、須恵器蓋が出土した。

第196図 第7号性格不明遺構・出土遺物

可 可

B_ II I 11旦
暗褐色 (IOYR3/3) 焼土・炭化物少
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.,I 
;ii 
＜， 

B 64."' 
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こ＝／ こ ー

2m 
1:60 
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4 

10cm 
1 : 4 

第7号性格不明遺構出土遺物観察表（第196図）

番号I器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 l 備 考

坪 (12. 0) BG 良 にぶい橙 10 D区

3 4 2 

坪 (11. 4) BDG 普通 橙 20 B区

蓋 (11. 6) J 良 灰 20 C区 天井部右回転ヘラ削 り

蓋 (17. 5) 4. 7 DGJ 不良 灰白 15 A 区• C区 天井部右回転ヘラ削 り
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第8号性格不明遺構（第197図）

L-9グリッドに位置する。遺構を伴わずに土師器

甕が単独で出土した。土器の外は地山の土で、土器内

には地山ではない土が確認できた。また、土器内には

礫を検出した。

第197図第8号性格不明遺構

口
63.3● 

1 黄褐色シル ト (10YR5/6) 白色微粒子若干
2 にぷい黄褐色シルト(10YR5/4)白色微粒子
3 明黄褐色シルト(10YR7/6)
4 黄褐色シルト (10YR5/6) 
5 にぷい黄橙色シルト(10YR6/4)砂質
6 黄褐色シルト (10YR5/6) 砂質
7 にぷい黄褐色シルト(10YR5/4)
8 褐色 (10YR4/4) 
9 暗褐色 (10YR3/4) 

ロロ5 
Im 
1 : 30 

10cm 
1 : 4 

第8号性格不明遺構出土遺物観察表（第197図）

番号I器甕種 I],:f I器高 1底径 I]胎土い：通成 1l曳：調 1残：；％） 注記番号 備 考
No2 • 3 • 7 • 9 • 14 I外面↑方向ヘラ削り
• 16 

第9号性格不明遺構（第198図）

0-9グリッドに位置する。第80号住居跡に切られ

ている。平面は、 3.00mX2.40m以上で方形を呈す

ると推定され、深さ10cm程を測る。主軸方位は、 N-

81°-Eを指す。

第10号性格不明遺構（第199• 200図）

N-10グリッドに位置する。第104号住居跡に切ら

れている。東西3.20mX南北2.40m以上の不整形で、

深さ20cm程を測る。

遺物は、土師器杯・椀・高杯・鉢・壷・台付甕・甑

の他、耳栓状の土製品が出土した。

第198図第9号性格不明遺構

64.0, 

'冒三
1 にぷい黄褐色シルト (!OYR5/4) 
2 にぷい黄橙色 (IOYR6/4) 

2m 
1 :60 
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第199図 第10号性格不明遺構・出土遺物 (1)

口
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三

＼ニロ
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ニ
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口

三

1 褐色シルト (10YR4/4) 白色微粒子

2 暗褐色 （10YR3/3) 灰多
3 暗褐色 （10YR3/3) 灰白色土若干

4 黒褐色 (10YR2/3) 

5 にぷい黄褐色 （10YR5/3) 明黄褐色シルト多

ロ
ご ／

二三□

□ 2 

口

｀ 10cm 1 : 4 
- 225 -



第200図 第10号性格不明遺構出土遺物 (2)

19 

22 

23 

¥ 6  

＼三

10cm 
1 : 4 

第10号性格不明遺構出土遺物観察表（第199• 200図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号

1 杯 (8. 4) B 不良 にぶい橙 45 No21 • D 1区
2 杯 (13. 6) AB 良 灰褐 10 No84 
3 均 (13.8) 4.5 ABD 良 にぶい赤褐 45 NQ68 
4 杯 (14.0) ABDE 普通 明褐灰 15 A区 ・A2区
5 杯 (15. 0) BEG 普通 にぶい橙 40 No34 
6 杯 (17.0) BDE 良 にぶい赤褐 20 B区・ A2区

• SJ104 B区
7 杯 (14. 0) 4.2 BDEJL 普通 にぶい橙 45 No58 
8 坪 (15. 0) BEJ 普通 にぶい橙 20 Na3、B.A区， 沐 (15. 0) ABEF 不良 橙 30 NallO • A 2区
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第10号性格不明遺構出土遺物観察表（第199• 200図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

10 杯 15.2 3.6 BDJ 普通 にぶい橙 75 No31 

11 杯 (15. 6) 4. 1 ABF 不良 橙 20 N叫36• B区
12 杯 (15. 6) 4.8 BDE 良 褐 40 No92 • No93 

・嵐96• C区
13 杯 (16.0) 3.9 BE] 不良 にぶい黄橙 15 N叫41

14 杯 (16.0) ABDEF 普通 橙 15 NQ55 

15 杯 (16.0) 4.9 DE 普通 にぶい橙 50 Nn99 • 100 • B 

16 杯 16.4 4.4 ABEJ 普通 橙 95 Nol03 • Noll 7 • 
132 

17 杯 (17. 0) 4.5 BEL 普通 橙 45 枷69• A 1区
18 杯 (16.0) 6.2 BE] 不良 橙 60 Nn41 • Nn63 
19 高杯 BE 不良 灰黄褐 60 Nnl52 

20 椀 12.3 6.4 5.2 ABFGJ 普通 にぶい黄橙 100 No45 口縁部横ナデ底部手持ちヘラ削り

21 鉢 (17. O) 10.6 5.4 BJ L 普通 にぶい褐 60 蜘77• A区 底部ヘラ削り
22 空士 (9. 0) ABD 普通 灰黄褐 30 蜘5

23 台付甕 15.5 22.2 12.3 BJ L 普通 にぶい黄橙 90 Nol22 

24 甕 (18. 0) ABEJ 普通 橙 20 Nol07 外面←方向ヘラ削り

25 甑 (22.0) 27.5 (8. 0) J L 不良 にぶい黄橙 40 Na39 • 40 • 43 • 
46 • 48 • 49 • 50 

56 • 62 
26 甕 (8. 0) BEF 不良 浅黄橙 30 No27 底部ヘラ削り

27 甕 (10. 0) BEF 普通 橙 40 池66 外面 ↓方向ヘラ削り

第lOA号性格不明遺構（第201図）

M-9グリッドに位置する。第60号住居跡に北西隅

が切られ、第42号住居跡の下にある。南北2.85m、東

西2.83mで南東部が張り出しており、深さ 12cmを測

る。

遺物は、土師器杯が出土した。

第201図第10A号性格不明遺構

SJ 60 ー □ 

63.9● 

10cm 
l : 4 

1 黄褐色シルト (lOYRS/6) 
2 褐色シルト (10YR4/6) 

3 謡色シルト (10YR5/6) 締まり無し
4 疇色シルト(10YR5/8)

2m 
I :60 

第10A号性格不明遺構出土遺物観察表（第201図）

番号I器杯種 1:3悶 I 器高 1 底径 1 B唸：土〖：支成 1 橙色調 1残r0(%)|B：：記番号 備 考
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4.窯跡
第1号窯跡（第202• 203図）

L-9グリッドに位置する。北の荒川に向い極僅か

に傾斜しているが、平坦部に構築され、主軸は傾斜に

対し直交している。西端が撹乱され、平面は、長さ

2.27m、焼成部幅1.20m、燃焼部幅1.04mの楕円形

を呈している。主軸方位は、 N-76°-Eを指す。

焼成部と燃焼部の境はやや窄まり幅0.88mを測る。

焼成部は窯壁が高さ20cm程遺存していたが、焼成部内

に窯壁が崩れ落ちていた。

焼成部の側壁は灰色に還元化し、その外側は被熱し

赤変していた。床面も還元化しており、床面の傾斜角

度は10°を測る。

燃焼部は壁が20cm程遺存し、床と壁は被熱し赤変し

ていた。また、灰原は燃焼部の西側・北側でも確認で

きなかった。燃焼部床下の土坑や覆土内には炭が多量

に含まれ、灰原が確認できなかったことからも土師器

焼成遺構のように、焼成は数次にわたって行われてい

ないものと推定される。

遺物は、焼成部及び燃焼部で、須恵器高台付杯・椀、

鉢・甕が出土し、甕が主体である。甕は胴部のみの出

土で、焼成状態は悪く須恵質になっていない。

第202図第 1号窯跡

v̀ v̀ 
B 63.3, 

C 63.3• c' 

.,I 

•c.C9< 

1 黒褐色 (!OYR5/l) 焼土・炭、窯壁・地山土少
2 黒褐色 (10YR3/2) 焼土プロック多、炭・窯壁・地山土少
3 黒褐色 (10YR3/!) 焼土・炭、窯壁多
4 灰黄褐色（10YR4/2) 炭・地山土少
5 炭化物層(10YR2/1) 焼土少
6 黒褐色 (10YR2/2) 焼士・地山プロック少、炭多
7 黒褐色 (10YR2/2) 焼土プロック少、炭・地山プロック多
8 黒褐色 (10YR3/!) 炭多、窯壁少、地山士
9 浅黄色 (2.5Y7/4) 

10 黒褐色 (IOYR2/2) 焼土・地山プロック少、炭極多

図 霞 □ 麟範囲 こニコ記漠囲
1 m 
1:30 
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第203図第1号窯跡出土遺物
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第1号窯跡出土遺物観察表（第203図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 高台付椀 5.8 BJ 不良 黄灰 100 No46 床

2 高台付椀 5.8 BJ 不良 灰黄褐 45 Na40 床 底部内面強い回転ナデ

3 商台付椀 5.9 BJ 不良 灰 80 Nol 床

4 高台付椀 (6. 4) BJ 普通 灰黄 30 Nu51 床

5 甕 (18. 0) BJ L 不良 灰白 10 

6 甕 (30.0) BJ 良 灰 10 No37 床

7 鉢 (28.0) BJ 良 灰 10 池20 床

8 甕 BEJ 不良 にぶい黄橙 80 Na44 • Na48 ピット確認面（床）， 甕 BEF 不良 褐灰 15 Na24 • Na27 床＋ 3cm 
10 甕 BEJ 不良 褐灰 15 No24 床＋ 3cm 

11 甕 BEJ 不良 灰黄 20 Na43 • 45 • 47 ピット確認面（床）
12 甕 BEJ 不良 黄灰 70 Na2 • 41 • 42 ピット底面

・47・48・58 
13 甕 13.0 BEJ 不良 にぶい黄橙 60 Nol5 • 21 • 26 • 床

32 • 44 
14 甕 (6.0) BJ 良 灰 15 床下 内面ヘラ回転ナデ、外面 ↓方向ヘラ削 り

15 甕 (10. 0) BJ 良 灰 10 体部外面下端→方向ヘラ削 り

底部ヘラ削 り

5.鍛冶炉跡
第1号鍛；鉗戸跡 （第204図）

0-9グリッドに位置し、第45号住居跡を切ってい

る。平面は、 85cmX65cmの隅丸方形で、深さは4~10

cmを測る。南東隅が炉の中心で、平面円形をした粘土

が被熱し硬化しており、炉底とみられる。

遺物は、須恵器高台付椀と羽口が出土した。

第204図第1号鍛冶炉跡

A' 

A 63.5, A' 

瓢言瓢誓／／`
Im 
1 :30 

鍛治炉跡

1 暗褐色 (10YR3/3) 褐色プロック・焼土粒 ・カーボン
粘性、締まっている

2 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子 ・プロック多、粘性
3 黄褐色 (10YR5/6) 焼土粒子
4 暗褐色 (10YR3/3) 粘性
5 褐灰色 (10YR4/1) 硬質
6 赤褐色被熱土(2.5YR4/6)粘性、締まり有り

ロ□口
0--

10cm 
1 : 4 

第1号鍛冶炉跡出土遺物観察表 （第204囮）

：号1高：：［い`：I ： 4f;ilj 1り9[：：土 1:成［］色調 1残：5(％)Iコ：笠：：そ／号 備 考
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6.精錬炉跡
第1号精錬炉跡（第205図）

M-12グリッドに位置し、炉底の掘り方のみの確認

である。平面は、軸長172cmX77cmの楕円形状を呈し、

第205図第1号精錬炉跡

＼ 

63.7, 

7.ピット
P-3G. ピット1（第206• 208図）

第9号土坑の北方にあり、平面は径44cmの円形で、

深さ23cmを測る。遺物は、覆土中から臼玉が出土した。

径5.0~5.4mm、厚さ2.7~3.4mm、重さ0.13gである。

Q-2G.ピット1（第206• 208図）

第1号土坑の北方にあり、平面は6lcmX53cmの楕円

形で、深さ43cmを測る。主軸方位は、 N-4°-Eを

指す。遺物は、覆土中から鎌の刃部の一部が出土し、

75. 65 gを量る。

Q-4G. ピット4（第206• 208図）

第2号住居跡を切っている。平面は59cmX42cmの不

整形で、深さ19cmを測る。遺物は、覆土中から土師器

甕が出土した。

1 m 
1 :30 

深さぱ炉本体で14cm、前面で18~20cmを測る。主軸

方位は、 N-27°-Wを測る。

第1号精錬炉tか

1 鉄滓層
2 暗褐色 (10YR3/4) 焼土若干
3 褐色（10YR4/4) 灰・炭
4 炭
5 褐色(10YR4/4)

匿 炉壁

□螂

0-6G. ピット1（第206• 208図）

第56号 ・第57号住居跡を切っている。平面は、径

49cmX45cmの円形で、西側の浅いピットを切ってい

る。深さは43cmを測る。遺物は、須恵器杯2点が確認

面より出土した。

0-6G. ピット2（第206図）

第56号・第57号住居跡を切っている。平面は、軸長

74cmX 60cmの不整楕円形で、深さ58cmを測る。主軸方

位は、 N-40°-Wを指す。遺物は、須恵器片が出土

した。

K-10G.ピット3（第206• 208図）

平面は、径6lcmX56cmの円形で、深さ48cmを測る。

遺物は、土師器杯が覆土中位より出土した。
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L-11 G. ピット1（第206• 208図）

第39号・第41号土坑と重複している。平面は、軸長

53cmX42cmの楕円形で、深さ31cmを測る。主軸方位

は、 N-73°-Wを指す。遺物は、土師器杯が覆土中

位より出土した。

第206図ピット(1)

P-3G.P, 
--一←一→一—

ーロ ー

Q2：口／
63.7● 

63.8● 

置

｀ P-3G. P 1 

1 黒褐色 (IOYR3/1) 焼土・地山土少

2 褐灰色 (IOYR4/1) 焼土・炭化物僅か

灰色砂プロック多

3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山土多

4 黒褐色 (10YR3/2) 地山土少

Q-2G. P 1 

1 黄褐色 (10YR5/4) 

2 暗褐色 (10YR3/4) 焼土微

3 にぷい黄褐色 （10YR4/3) 炭化物少

Q-4ロロロ
63.7● 

冨
Q-4G. P4 
1 黒褐色 (IOYR3/1) 焼土・炭化物・地山土少

2 黒褐色(IOYR3/1) 焼土・地山土少、炭化物微
3 褐色シルト (IOYR4/3) 橙色土

0-6G.P1-P2 

＼
 

K-10G. P3 L-IIG.P,-――→--

63.7● P1 P2 

嘉

-0ロ ロ
63. 6• 

63.4• 

口
L-llG. P 1 

疇色(10YR3/4) 地山プロック、紺生やや有

0-6G.P1・2 

1 褐 色(10YR4/4) 焼土極多
2 にぷい黄褐色 (lOYRS/4) 

3 にぷい黄褐色 （10YR4/3) 焼土多、炭化物若干

4 明黄褐色シルト(10YR7/6)
5 にぶい黄褐色シルト(10YR6/3)

6 にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)

7 褐 色（10YR4/4) 灰白色シルト多
8 にぷい黄褐色 (10YR5/3) 
9 黄褐色シルト (10YR7/8) 褐色土若干

K-lOG. P3 

1 黄褐色(10YR5/6) 炭化物

2 黄褐色(10YR5/6) 炭化物・灰白色粘土、焼土少

3 灰黄褐色 (10YR5/2) 焼土粒子、粘性

Im 
l •30 
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第207図ピット (2)

63.5● 

／
 

63.6● 

L-l!G. P 2 

1 黒褐色 (10YR3/1) 地山プロック多
2 黒褐色 (10YR3/2) 焼土プロック多

3 疇色(10YR3/4) 炭化物

4 疇色(10YR3/2) や科頂

5 褐色(10YR4/4) 地山プロック・炭化物

c-llG. P, 

／ 

L-llG. P 3 
1 疇色(IOYR3/4) 疇醗土プロック

2 褐色（IOYR4/4) 地山プロック・炭化物

3 褐色(IOYR4/6) 焼七粒・炭化物

4 灰黄色 (IOYR6/2) 炭化物、粘性

M-9G. P2 

□~ -(@-

M-9G. P2 

1 褐色シルト (IOYR4/6) 明黄赤褐色土粒子極多

2 黄褐色(IOYR5/6)

M-lOG. Pl・ P2 
M-10G.P14 

＼ ¥ 
M-]2G. P1 

ヽ

63.5● 

M-JOG. P 1 • 2 
1 褐色（JOYR4/6) 地山プロック多

2 黒褐色 (JOYR3/2) 炭化物・地山粒子
3 褐灰色 (JOYR4/1) 炭化物・地山プロック多、粘性

4 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物・地山プロック、やや砂質

5 褐色(JOYR4/4) 地山プロック多、砂質
6 疇色(10YR3/3) 地山プロック多、年

7 褐色 （JOYR4/4) 地山プロック多、やや砂質

8 黒褐色 (JOYR3/2) 炭化物 ・地山粒子
9 暗褐色 (10YR3/4) 地山プロック、粘性

。 ーロー

63.7, 63.8• 

M-12G. Pl 
1 暗渇色 (7.5YR3/3) 炭灰

2 褐色 (10YR4/4) 灰僅か

3 褐色(10YR4/6)

M-IOG. P14 
1 灰黄褐色 (IOYR5/2) 地山プロック・褐灰色粘質土プロック多

2 黒褐色 (IOYR3/2) 地山プロック・褐灰色粘質土プロック多 ・焼土粒

3 黒褐色 (IOYR3/2) 砂質
4 褐灰色 (IOYR6/1) 地山プロック・ 焼土粒子多

5 褐灰色 (IOYBE/1) 地山プロック・粒少蓋 やや砂質

6 褐 色 (IOYR4/6) 地山プロック多
1 m 
1 :30 
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L-11G. ピット2（第207• 208図）

第75号住居跡に南東側を切られ、第94号住居跡を

切っている。平面は、主軸52cmX55cm以上の楕円形

で、深さ70cmを測る。主軸方位は、 N-71°-Eを指

す。遺物は、土師器杯と臼玉が覆土中より出土した。

臼玉は、径12.7mm、厚さ7.8~8.8mm、孔径2.3mm、重

さ2.43gである。

L-11 G.ピット3（第207• 208図）

第92号住居跡を切っている。平面は、径85cmX76 

cmのほぽ円形で、深さ61cmを測る。断面で柱痕が確認

できた。遺物は、土師器甕が覆土中位より出土した。

M-9G. ピット2（第207• 208図）

第lOA号性格不明遺構を切っている。平面は、軸長

55cmX43cmの楕円形で、深さ85cm程を測る。主軸方位

は、 N-40°-Eを指す。遺物は、土師器甑が出土した。

M-lOG. ピット1（第207• 208図）

第70号住居跡とM-lOG. ピット 2を切っており、

隅丸方形の落ち込み内にある。平面は、軸長6lcmX46 

cmの楕円形で、深さ58cmを測る。主軸方位は、 N-64°

-wを指す。遺物は、土師器杯で、覆土中から出土し
た。

M-lOG.ピット2（第207図）

第70号住居跡を切り、 M-lOG.ピット1に切られ

ており、隅丸方形の落ち込み内にある。平面は、径40

cmの楕円形で、深さ50cmを測る。

M-lOG. ピット14（第207• 208図）

第86号住居跡を切っている。径74cmX54cmのほぽ

円形で、深さ84cmを測る。遺物は、土師器小型甕が覆

土中より出土した。

M-12G. ピット1（第207• 208図）

第111号住居跡のカマドを切っている。平面は、径

50cmX44cmの円形で、深さ12~16cmを測る。遺物は、

ピット南壁際から土師器杯・甕が出土した。

Q-4グリッド P4出土遺物観察表（第208図）

番号 1 器甕種 1[2悶I器高 1底径[9土］：通成[]:い: I残：0(％)ISJ2芯誓番号 備考

K-10グリッドp3出土遺物観察表（第208図）

番号I器杯種 I］，喜I器高1底径ID唸］土 1:通成1橙色調 1残:;%)IP3]王記番号 備 考

0-6グリッドp1出土遺物観察表（第208図）

:I器:種|]] : I : t I : : I1:: I:成［：色調 「庄（％） I: ［臼〗：番号 備考

底部右回転糸切り

底部右回転糸切 り

L-11グリッド出土遺物観察表（第208図）

番号l器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号
坪 12.3 3.4 ADG 普通 明褐灰 95 Pl Nol 
坪 12.0 4.5 DEHJ 不良 橙 45 P2 
甕 19.0 BEJL 普通 にぶい黄橙 60 P3 Nol 

備考

1

2

3

 

p
p
p

 M-9グリッドp2出土遺物観察表（第208図）

番号I器甑種 1:。[|門2: I : 9|］］土 1:通成1浅；登調 1残勾;%)|P2:9番号 1内面横ナデ備 考

M-10グリッドp1出土遺物観察表（第208図）

*:1器］種 1]: ] | : : I底径|：［［こ I：良成［：：橙調 1残存(%)| ]主品番号

備考
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第208図 ピット出土遺物

P-3G P, 0-2G P1 0-4G P, 

①

こ

0 2cm 
| l l 1 1 

＼
 

n
リ
0 5cm 
1 1, : 3 

0-6G P1 L-llG P1 L-1 lG P2 

ロニー／
K-lOG Pa 

口
L-IIG P2 

口

＿ニロニ

｀ 
□
ロ0 2cm 
| l l 1 1 

M-9G P2 M-10G P1 

L-1 IG P, 

＼三／

こ三ニロ

M-12G P, 

M-lOG Pu 

□/] 

口
-

.

―

ー

ノ

ー
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M-10グリッド

器種

甕

甕

臼一

l

2

P14出土遺物観察表（第208図）

］：口：］［土

｀ 
不良橙

調

残竺］胃円
50 IP14 

備

2と同一個体

1と同一個体

考

M-12グリッド

器種

坪

甕

翻＿

1

2

P1出土遺物観察表（第208図）

]: :I円：I底径 1[:4LI:: 色調にぶい橙
にぶい橙

残口［竺琶

45 IPl Nol 

備 考

8. グリッド出土・表採遺物

グリッド・表採等、遺構外から須恵器杯・土師器

甕・甑の他土錘・臼玉・土玉、銅製管玉、古銭が出土

した。

土錘は、55点が出土した。

玉類（第209図）

6の臼玉はL-10グリッド出土で、径6.0~6.2mm、

厚さ3.2mm、孔径1.8mm、重さ0.20 g。7の土玉はM

-12グリッド出土で、径8.0~8.9mm、高さ6.3~6.5

mm、孔径2.0mm、重さ0.47g。8は土玉で表採し、一

部欠けているが径7.9~8.2mm、高さ6.5~6.8mm、孔

径2.1mm、重さ0.43 gである。9は表採した銅製の管

状製品で、長さ20.4mm、外径3.6~4.2mm、重さ0.71 

gである。

L-11グリッド出土土錘観察表

径

(1.08) 

(1. 67) 

1.43 

1. 43 

号＿

1

2

3

4

番 長さ

(2.56) 

(3.56) 

(3. 15) 

(3.86) 

孔径

(0.37) 

0.53 

0.60 

0.51 

重さ(g)

(1. 32) 

(4.36) 

(3. 98) 

(7.04) 

分 類

a
 

B
 

B

B

 

色調

にぶい橙

橙

にぶい黄橙

淡黄

残存（％） 備 考

20 

30 

60 

2

2

 

p

p

 

M-9グリッド出土土錘観察表

番号

1 

長さ

(5.05) 

径

1. 75 

孔径

0.60 

重さ(g)

(12. 57) 

分類

Ba 
色

黒褐

調 残存（％）

80 | p 3 
備 考

M-10グリッド出土土錘観察表

径

1. 44 

1. 53 

翻＿

1

2

長さ

(2.99) 

(5.39) 

孔径

0.48 

0.55 

重さ(g)

(4. 95) 

(10.61) 

分類

Ba 

Ba 

色調

にぶい橙

にぶい黄橙

残存（％）

ロ
備 考

M-11グリッド出土土錘観察表

1

2

3

4

 

号番 長さ

(1. 27) 

4.58 

4.49 

6.30 

径

1.07 

1. 71 

1. 76 

1. 38 

孔径

0.40 

0.46 

0.50 

0.40 

重
(1. 01) 

8.92 

12.80 

11. 27 

分類

Ba 

Ba 

Ba 

BaN 

色調

にぶい黄橙

にぶい橙

橙

灰黄褐

紛

□
釈
1
0
5
0
6
0
1
0
0

残 備 考
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M-12グリッド出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (3.86) 1. 29 0.35 (5. 00) Ba 橙 90 4G 

2 (3.46) 1 67 0.41 (8. 68) Ba 橙 30 4G 

3 4.81 1. 94 0.61 15.25 B aV 淡黄 100 4G 

4 (5. 74) 1. 75 0.40 (13. 24) Ba にぶい黄橙 90 4G 

5 6. 77 1. 90 0.59 21 66 B am にぶい橙 100 4G 

6 (7.23) 1. 83 0.43 (22.35) Ba にぶい黄橙 95 

M-13グリッド出土土錘観察表

番号

1 

長さ

(4. 29) 

径

1. 35 

孔径

0.49 

重さ(g)

(4. 42) 

分類

Ba 

色

浅黄橙

調 残存（％）

30 | p l 
備 考

N-6グリッド出土土錘観察表

径

1. 06 

1. 37 

1. 94 

翻＿

1

2

3

長さ

(2. 67) 

(3.82) 

5.34 

孔径

0.46 

0.38 

0.47 

重さ(g)

(2. 04) 

(6. 05) 

17.03 

分類

Ba 

Ba 

BbV 

色調

にぶい黄橙

灰白

にぶい黄橙

残存（％）

二 部
100 南東部

備 考

N-7グリッド出土土錘観察表

翻一

l

2

長さ

(3. 31) 

4. 12 

径

1. 28 

2.02 

孔径

0.50 

0.48 

雹
(3. 64) 

14.46 

分類

Ba 

Ca VI 

色

橙黄

白
浅

灰

調 残存（％）

言
備 考

N-12グリッド出土土錘観察表

翻＿

1

2

3

4

長さ

(4. 17) 

(4. 83) 

4.83 

7. 10 

径

2.24 

1. 89 

1. 84 

2. 12 

孔径

0.50 

0.65 

0.55 

0.43 

重さ(g)

(13. 83) 

(13. 68) 

14.89 

26. 10 

分類

Ba 

Ba 

B aV 

Ba皿

色調

にぶい黄橙

淡黄

にぶい黄橙

にぶい橙

残存（％）

40 

60 

100 

100 

備 考

N-13グリッド出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (4. 26) 1. 24 0.35 (5. 60) Ba にぶい黄橙 70 

2 (4.90) 1. 53 0.45 (9. 21) Ba にぶい黄橙 60 

3 4. 77 1. 81 0.50 16. 15 BbV にぶい橙 100 

4 (5. 65) 1. 74 0.53 15.27 Ba にぶい黄橙 60 

5 8.44 2.46 0.56 37.48 Ba II にぶい黄橙 100 

0-5グリッド出土土錘観察表

一
番号

1 

長さ

5. 10 

孔径

0.50 

重さ(g)

11. 13 

分類

BaV 

色調

にぶい橙

残存（％）

loo I北東部
備 考

0-6グリッド出土土錘観察表

翻＿

1

2

3

4

長さ

(2. 73) 

(2.64) 

(4. 70) 

(5.31) 

径

1. 20 

1. 30 

1. 37 

1. 81 

孔径

0.54 

0.48 

0.55 

0.46 

重さ(g)

(3. 07) 

(3. 98) 

(6. 78) 

(16. 28) 

分類

Ba 

B 

Ba 

Bb 

色

褐灰

褐灰

にぶい黄橙

褐灰

調 残存（％）

30 

20 

70 

80 

備 考

北西部

北西部

北西部

0-10グリッド出土土錘観察表

径

1. 89 

番号

1 

長さ

(4. 06) 

孔径

0.47 

重さ(g)

(11. 59) 

分類

Ba 

色

褐灰

調 残存（％）

60 

備 考
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P-3グリッド出土土錘観察表

番号I長さ
(3.56) 

径

1. 40 

孔 径

0.50 

重さ(g)

(5. 41) 
] : I橙色調 1残：0(％)

備 考

P-6グリッド出土土錘観察表

番号 1 長 さ

(4. 01) 

径

1. 38 

孔径

0.52 

重さ(g)

(4.95) ]「 |にふ’黄： I門0(%)
備 考

Q-5グリッド出土土錘観察表

口
3
 
6.10 

径

1. 49 

1. 29 

1. 90 

孔径

0.50 

0.40 

0.50 

塵
(2. 92) 

7. 77 

17.22 
] IP  l 

備 考

第209図 グリッド・表採遺物

フ ここノ ①
 
OJ] 6 

O O) 
□7 □8 ゜

□
—
ー
ロ

コ 10cm 
1 : 4 

0 2cm 
1,  9, : I 

10cm 
1 : 4 

グリッド出土遺物観察表（第209図）

番号 器種 口径 器裔 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考
1 杯 (8. 7) 3.8 F 良 灰 55 N-13 G. 
2 坪 11. 9 4.0 5.5 BL 良 灰 100 N叫 0-5G．底部右回転糸切り

外面↑方向ヘラ削り

3 杯 13. 7 4.3 5.2 B I L 良 灰 35 M-12 G．底部右回転糸切り
4 甕 (19.0) L 普通 にぶい橙 25 M-11 G．内面上半木口状工具横ナデ

下半縦ナデ

5 甑 (23.0) JKL 普通 橙 45 M-10 G．縦位のヘラ削り 把手欠
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第210図 K-11グリッド出土古銭

12 

0 3cm 
l l l l 1 : 2 

K-11グリッド出土古銭計測表（第210図）

番号 名称 初鋳年 時期 直径(mm) 孔径(mm) 孔形 厚さ(mm) 重さ(g) 備 考

1 順治通賓 1644 •1‘ゴ月 27. 20 6.2 方 1. 3 4.66 

2 順治通賓 1644 清 27.10 5.8 方 1. 1 3.81 

3 康煕通賓 1662 清 27.00 5. 7 方 1.1 3.62 

4 光緒通賓 1875 清 2.27 5. 1 方 1. 4 3.21 

5 洪化通賓 25.10 4.8 方 1. 6 4.66 時期不明

6 通賓 25.10 5.5 方 1.0 3.05 

7 27.30 6.2 隅丸方 0.8 3.25 順治通賓？

8 一銭 明治十年 (1877) 明治 28.30 1. 7 6.95 ， 二銭 明治十三年(1880) 32.10 2.0 13.07 

10 一銭 明治十七年(1884) 2.80 1. 3 6.60 

11 一銭 大正八年(1919) 23.50 1. 4 3.59 

12 五銭 昭和九年(1934) 昭和 19.20 5.0 円 1. 2 2.38 

13 一銭 昭和十年 (1935) 23.60 1. 4 3. 76 

表採出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (2.85) 1. 64 0.45 (6.57) Ba 褐灰 20 

2 3.03 l. 46 0.55 4.50 Ba VI 灰黄褐 100 

3 3.32 1. 64 0.43 8.04 Ba VI にぶい黄橙 100 

4 (3. 53) 1. 71 0.50 (9.18) Ba VI にぶい黄橙 20 

5 (4. 20) l. 60 0.50 (11. 06) Bb 黄灰 70 

6 (4. 27) 1. 51 0.35 (10. 35) Ba VI 褐灰 60 

7 (4. 54) 1. 55 0.55 (8. 79) Ba VI にぶい黄橙 60 

8 (6. 16) 1. 46 0.45 (IO. 53) Ba VI 淡黄 80 ， 5.91 1. 91 0.43 16. 79 B a W にぶい橙 100 

10 (5.54) 2.28 0.53 (23.06) Ba 褐灰 80 

11 6.56 2.20 0.53 23. 70 B a m 褐灰 100 

12 7.37 l. 94 0.55 (24. 78) Ba皿 灰黄褐 95 
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V まとめ
1.調査の成果

如意遺跡での本報告では古墳時代後期から奈良•平

安時代の竪穴住居跡118軒、土坑45基、性格不明遺構

11基、窯跡1基鍛冶炉跡1基精錬炉跡1基とピッ

トが多数確認されている。

竪穴住居跡は、古墳時代後期69軒、奈良時代14軒、

平安時代27軒、時期が不明確なものが8軒である。

土坑は、古墳時代後期13基、奈良時代1基、平安時

代3基、時期不明確なものが28基である。

性格不明遺構は、古墳時代後期5基、平安時代1基、

2.古墳時代の土器
今年度報告のなかで、古墳時代後期の竪穴住居跡・

性格不明遺構において、検出数は全体の5割から6割

を占めている。しかし、これまで如意遺跡では竪穴住

居跡が560軒調査されている。したがって、現段階で

器種分類や組年を行なうことは、如意遺跡の全体をま

とめる際に、本報告との照合を行うこととなり煩雑に

なる。これを避けるために、本報告では出土数が少な

い須恵器出土遺構についてまとめる程度にとどめる。

第133号住居跡（第180• 211図）

カマドから出土したものに土師器甕と甑があり、甕

は胴部中央に最大径を持ちながら長胴化する段階の

もので、甑は同様の形態を見せるものとして南大通り

第61A号住居跡があり、増田氏のVI期にあたる。また、

須恵器の杯蓋が出土しており、口径が12.2cm • 12. 4 

cmと小型であり、天井部は右回転のヘラ削りされてい

る該頁恵器坪蓋の口径がMT15型式はTK47型式より

やや大型化することから、 TK47型式の杯蓋と捉える

ことができる。土師器 ・須恵器より 6世紀初頭から前

半に位置するものと考えられる。

第80号住居跡（第123~125• 211図）

土師器杯には体部が深く口縁部の立ちあがりも外

反気味に直立するもの、体部が浅く直立するもの、外

反するもの、内屈するものの4種がみられ、増田氏

尋訊後期、奈良•平安I訳の遺物が混在している

ものが1基、時期不明確なものが4基である。

ピットも、古墳時代後期、奈良•平安時代のものも

あるが、時期不明確なものが多数を占めている。

竪穴住居跡の分布は、大きく西と中央と東の3ブ

ロックに分かれる。古墳時代後期の住居跡は全ブロッ

クに分布し、奈良時代は軒数が少ないが中央のブロッ

クに比較的多く、平安時代の住居跡も多くは中央ブ

ロックに集中している。

のVI1期にあたる。カマドから小型の土師器甕と長胴甕

が出土している。長胴甕 （第124図23)は7世紀初頭

の所産と取らざるを得ない。他の土師器甕は胴部中央

に最大径をもつ時期のもので、増田氏の第VI期にあた

る。須恵器提瓶は、鉤の手状の把手が付き、頚部と胴

部にカキ目がみられ、胴部は突出したほうに同心円状

のカキ目がみられる。胴部の閉塞は扁平な面と突出し

た面の両面から閉塞され、突出した面の中央は粘土の

円盤でふさがれている。MT15型式からTKlO型式に

並行する。土師器 ・須恵器より 6世紀前半代と捉えら

れる。

第34号住居跡（第58• 211図）

土師器杯は丸底で口縁部が内屈する将監塚・古井戸

の杯B類が出土しており、八幡太神南Al号住居跡に

類例が認められる。須恵器坪2点が出土しており、底

部は平底に近い丸底で、体部の立ちあがりも直立に近

く、口径11.0cmと10.2cmのもので、底部は周辺及び

全面の回転ヘラ削りが行われている。今井G-2号住

居跡や八幡太神南Al号住居跡に類似し、将監塚 ・古

井戸の第1期から第2期にあたる。須恵器杯は、 TK

217型式に並行することなどからも 7世紀中葉から 7

世紀第3四半期と捉えられる。
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第211図古墳時代後期の土器

SJ133 SJ 80 

□ 5 

SJ34 

□ 3 

□ 4 

3.窯跡出土の土器

如意遺跡の荒川上流対岸の丘陵地帯には、末野窯跡

群が分布し9世紀代を中心とした操業年代で、 7世紀

代前半にまで遡る可能性が指摘されている。また、末

野窯跡群対岸の荒川右岸では2支群が確認され、折原

窯跡では10世紀前半代に高台付杯が生産されている。

桜沢窯跡は末野窯跡群の東方にあり、末野窯跡群が丘

陵部に位置するのに対し段丘上の平坦部に2基の須

恵器窯跡が検出された。

如意遺跡の窯跡は 1基単独ではあるが、河岸段丘上

の平坦部に立地するという桜沢窯跡との共通点があ

る。

第1号窯跡では、灰原などが確認されず窯跡本体の

みの検出であった。焼成部には炉壁が内部に崩れ落

ち、その下に土器が検出された。土器は前述のとおり

焼成が不良であるが、還元焼成している。出土遺物は、

須恵器高台付椀．鉢・甕であるが、高台付椀は高台部

のみで、鉢も残存が少なく復元図の1点だけで、主体

口`2

10cm 

l : 4—+ 

を占めるものは甕である。口縁部も出土しているが、

胴部だけの出土が多く最大径22~25cmの中型の甕で

ある。

高台付椀は全体的なプロポーションは不明である

が、特徴として高台が非常に低い点があげられる。ま

た、高台径は、 5.8cm、5.9cmと1点が6.4cmと6cm程

度である。高台の形態は、短く直立するもの、短く直

立するが底部との境はあまり明瞭でないもの、短く外

側に張り短面が外傾するもの、僅かに外側に張り底部

との境が不明瞭なものの4タイプがみられるが西浦

北遺跡第 4 号住居跡や台耕地第77号住居跡•第78号住

居跡に類例を求めることができる。また、甕はいずれ

も粘土帯積み上げ痕が顕著で横ナデし成形されてお

り、台耕地第77号住居跡の甕と成形方法が同一の手法

とみられる。

如意遺跡の窯跡の年代については、桜沢窯跡とほぽ

同時期の9世紀末から10世紀第1四半期と考えたい。
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桜沢窯跡と同時期と捉えられている西浦北遺跡第4

号住居跡からは、 K-90号窯式の灰釉陶器が出土し、

同時期に捉えられている台耕地第78号住居跡に先行

する第77号住居跡からも K-90号窯式の灰釉陶器が

出土している。さらに、沼下遺跡第3号住居跡からも

同期に並行する末野産須恵器とともに、 K-90号窯式

の皿が共伴している。
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